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令和２年９月30日（水曜日）

午後０時58分開会

会議に付託された議案等

○議案

・議案第19号 令和元年度宮崎県歳入歳出決算

の認定について

・議案第20号 令和元年度宮崎県電気事業会計

利益の処分及び決算の認定につ

いて

・議案第21号 令和元年度宮崎県工業用水道事

業会計利益の処分及び決算の認

定について

・議案第22号 令和元年度宮崎県地域振興事業

会計資本剰余金の処分及び決算

の認定について

○報告事項

・令和元年度宮崎県公営企業会計（電気事業）

継続費精算報告書

出席委員（７人）

主 査 岩 切 達 哉

副 主 査 内 田 理 佐

委 員 原 正 三蓬

委 員 中 野 一 則

委 員 二 見 康 之

委 員 日 高 博 之

委 員 渡 辺 創

欠 席 委 員（なし）

委員外委員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 阿 部 文 彦

警 務 部 長 髙 橋 和 成

警務部参事官兼
日 高 俊 治

首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 時 任 和 博

刑 事 部 長 中 川 正 純

交 通 部 長 河 野 俊 一

警 備 部 長 小 野 博

警務部参事官兼
福 栄 芳 政

会 計 課 長

警務部参事官兼
河 野 晃 央

警 務 課 長

生活安全部参事官兼
久米田 勇 二

生活安全企画課長

総 務 課 長 河 野 博 之

少 年 課 長 日 髙 貴

生 活 環 境 課 長 田 匡 慶廣

交 通 規 制 課 長 垂 水 一 洋

運 転 免 許 課 長 河 野 禎 治

企業局

企 業 局 長 井 手 義 哉

副局長（総括） 横 山 浩 文

副局長（技術） 中 村 安 男

総 務 課 長 橋 本 文 人

経 営 企 画 室 長 宮 田 晃 尚

工 務 課 長 新 穂 浩 一

電 気 課 長 田 原 充 生

施 設 管 理 課 長 山 本 正 信

統 合 制 御 課 長 楠 見 博

教育委員会

教 育 長 日 隈 俊 郎

副 教 育 長 黒 木 淳一郎

教 育 次 長
工 藤 康 成

（教育政策担当）

教 育 次 長
黒 木 貴

（教育振興担当）

令和２年９月30日(水)
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川 北 正 文教 育 政 策 課 長

財 務 福 利 課 長 四 位 久 光

育 英 資 金 室 長 山 崎 博 文

高 校 教 育 課 長 押 方 修

義 務 教 育 課 長 吉 田 英 明

特別支援教育課長 松 田 律 子

教 職 員 課 長 東 宏太朗

生 涯 学 習 課 長 新 純一郎

スポーツ振興課長 押 川 幸 廣

文 化 財 課 長 木 郁 朗籾

人権同和教育課長 島 㟢 善真理

図 書 館 長 中 原 光 晴

美 術 館 副 館 長 安 部 博 己

総 合 博 物 館 長 黒 木 義 博

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 藤 村 正

政策調査課副主幹 前 野 陽 子

ただいまから決算特別委員会文教○岩切主査

警察企業分科会を開会いたします。

分科会日程についてでありますけれども、お

手元に配付の日程案のとおりでよろしいでしょ

うか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をいた○岩切主査

します。

次に、先ほど開催されました主査会における

協議内容について御報告いたします。

まず、審査の際の執行部説明についてであり

ます。

お手元に配付の分科会審査会説明要領により

行いますが、決算事項別の説明は、目の執行残

が100万円以上のもの及び執行率が90％未満のも

のについて、また主要施策の成果は、主なもの

について説明があると思いますので、審査に当

たりましてはよろしくお願いいたします。

次に、監査委員への説明を求める必要が生じ

た場合についてでございますけれども 「他の分、

科会との時間調整を行った上で、質疑の場を設

けること」とする旨、確認がされましたので、

よろしくお願いいたします。

それでは、執行部入室のため、暫時休憩いた

します。

午後１時０分休憩

午後１時１分再開

分科会を再開いたします。○岩切主査

令和元年度決算について、執行部の説明を求

めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が終了し

た後にお願いいたします。

本日は、令和元年度の警察○阿部警察本部長

本部に係る決算の概要及び推進してまいりまし

た主要施策につきまして御説明させていただき

ます。

令和元年度一般会計の決算につきましては、

常に適正な予算執行に努めてまいったところで

あります。また、令和元年度は、宮崎県総合計

画、未来みやざき創造プランに掲げられた将来

像である、安全な暮らしが確保される社会の実

現を目指し、各種事業に取り組んだところでご

ざいます。

決算の概要と主要施策の成果についての説明

は、警務部長から具体的に説明させますので、

御審議のほどよろしくお願いいたします。

私からは以上です。

それでは、警察本部の令和元○髙橋警務部長

年度決算の概要について御説明いたします。

お手元の令和元年度決算特別委員会資料を御
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覧ください。

２ページをお開きください。

初めに、令和元年度決算事項別明細総括表に

より、令和元年度の決算の概要について説明を

いたします。

警察本部の一般会計につきましては、予算

額264億8,509万4,246円、支出済額262億4,545

万6,218円、翌年度繰越額、合計で6,857万8,000

円、不用額１億7,106万28円、執行率99.1％、翌

。年度繰越額を含めた執行率99.4％でございます

３ページをお開きください。

次に、令和元年度決算事項別明細説明資料に

より （目）の不用額が100万円以上のもの、執、

行率が90％未満のものにつきまして御説明をい

たします。なお （目）の執行率が90％未満のも、

のはございませんでした。

まず （款）９警察費 （項）１警察管理費、、 、

（目）２警察本部費につきましては、予算額212

、 、億7,683万1,246円 支出済額212億28万3,245円

翌年度繰越額283万6,000円 不用額7,371万2,001、

円 執行率99.6％ 繰越額を含めた執行率は99.7、 、

％でございます。

警察本部費は、職員の人件費及び警察職員の

設置に要する費用であります。

不用額の主なものといたしましては、職員の

手当などにおける退職手当等の執行残、共済費

における職員共済費の執行残、４ページに移っ

ていただきまして、旅費における赴任旅費等の

執行残、需用費における庁用光熱水費等の執行

残などでございます。

このうち、不用額の大きい、職員手当等に対

する退職手当等の執行残につきましては、退職

者は定年退職のほか、希望退職や自己都合によ

る退職もあることから、多めに予算を編成して

おりましたが、最終的に自己都合退職者が見込

みよりも少なかったことから不用額が生じたも

のでございます。

需用費における庁用光熱水費等の執行残につ

きましては、警察庁舎の電気料等の光熱水費の

執行残及び事務用品購入に係る執行残や、複写

機コピー代の執行残により不用額が生じたもの

でございます。

次に （目）３装備費につきましては、予算額、

３億5,959万3,000円、支出済額３億4,170万298

円、不用額1,789万2,702円、執行率は95.0％で

ございます。

装備費は、警察の機動力や警察装備の整備に

要する費用でございます。不用額の主なものと

いたしましては、需用費における警察車両維持

費等の執行残でございますが、各種装備資機材

に要する消耗品費等の執行残や、燃料の使用量

が見込みより少なかったということでございま

して、不用額が生じたものでございます。

次に （目）４警察施設費につきましては、予、

、 、算額８億8,941万円 支出済額８億8,544万263円

不用額396万9,737円、執行率は99.6％でござい

ます。

警察施設費は、警察施設の計画的整備と適正

な管理に要する費用でございます。

不用額の主なものといたしましては、５ペー

ジに移っていただきまして、需用費における警

察庁舎及び宿舎維持管理費の執行残であります

が、警察施設の修繕が見込みより少なかったこ

とにより不用額が生じたものでございます。

次に （目）５運転免許費につきましては、予、

算額７億234万9,000円、支出済額６億9,860

万9,275円、不用額373万9,725円、執行率は99.5

％でございます。

運転免許費は、自動車運転免許試験及び各種

講習、その他運転免許事務処理に要する経費で
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ございます。

その不用額の主なものは、役務費における臨

時適性検査料等の執行残でありますが、臨時適

性検査料が見込みより少なかったことにより、

不用額が生じたものでございます。

最後に、６ページに移っていただきまして、

（項）２警察活動費 （目）１警察活動費につき、

ましては、予算額32億4,448万1,000円、支出済

額31億711万6,409円 翌年度繰越額6,574万2,000、

円、不用額7,162万2,591円、執行率95.8％、繰

越額を含めた執行率は97.8％でございます。

警察活動費は、警察活動全般に要する経費や

信号機及び道路標識等の交通安全施設の維持・

整備に要する費用でございますが、その不用額

の主なものは、旅費における警察活動旅費等の

執行残、需用費における警察活動消耗品等の執

行残、役務費における被留置者診療費等の執行

残、委託料における交通安全指導員委託料等の

執行残でございます。

このうち、不用額の大きい、旅費における警

察活動旅費等の執行残につきましては、犯罪捜

査等の警察活動に伴う旅費の執行が見込みより

少なかったことにより、不用額が生じたもので

ございます。

需用費における警察活動消耗品等の執行残に

つきましては、犯罪捜査等の警察活動に伴う消

耗品費等の執行が見込みよりも少なかったため

でございます。

委託料における交通事故指導員委託料等の執

行残につきましては、交通安全指導員委託事業

に係る人件費におきまして、指導員の育児休暇

取得者が増加し、欠員が生じたことにより不用

額が生じたものでございます。

以上で、令和元年度決算事項別明細について

の説明を終わります。

続きまして、令和元年度主要施策の成果につ

きまして御説明いたします。

それでは、決算特別委員会資料の１ページに

お戻りいただきまして、宮崎県総合計画「未来

みやざき創造プラン （公安委員会関係）を御覧」

いただければと思います。こちらは、未来みや

ざき創造プランにあります分野別施策のうち、

警察本部に関連するものを体系表にしたもので

ございます。

警察本部におきましては 「くらしづくり」の、

分野において、将来像として、４、安全な暮ら

しが確保される社会に位置づけられた （３）安、

全で安心なまちづくりと（４）交通安全対策の

推進を施策の柱として、それぞれの基本的方向

性に基づき、施策推進のための各種事業に取り

組んだところでございます。なお、この１ペー

ジ目につきましては、この後の説明で使用いた

しますので、お開きのままにしておいていただ

きますようお願いいたします。

それでは、お手元にあります別冊の令和元年

度主要施策に成果に関する報告書を御覧いただ

きたいと思います。

393ページをお開きください。

まず、１、安全な暮らしが確保される社会、

（１）安全で安心なまちづくりにつきまして御

説明いたします。

当該施策の目標は、県民一人一人が防犯意識

を高めるとともに、地域住民、事業者、行政等

が地域の安全に必要な情報を共有し、連携協働

することにより犯罪の未然防止が図られ、安全

で安心して暮らすことができる社会を目指すも

のでございます。

再度、令和元年度決算特別委員会資料の１ペ

ージの体系表を御覧ください。

安全で安心なまちづくりの基本的方向性とい
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たしまして、犯罪の起きにくい安全で安心なま

ちづくりの推進、非行少年を生まない社会づく

りの推進、被害者支援活動の推進の３つを上げ

てあります。

このうち、犯罪の起きにくい安全で安心なま

ちづくりの推進につきましては、主な事業とし

て、再度主要施策の成果に関する報告書の393ペ

ージの表にありますように、地域の安全を守る

街頭活動強化事業、サイバー犯罪捜査支援強化

事業、事業所暴力団等排除責任者講習事業、う

そ電話詐欺被害防止コールセンター事業を推進

いたしました。

このうち、地域の安全を守る街頭活動強化事

業につきまして、県下11警察署、43交番に交番

相談員46人を配置して、一部の事業を交番勤務

員に代わって行わせております。

また、警察本部及び県下10警察署に、警察安

全相談員18名を配置して、警察官に代わって多

種多様な警察安全相談を受理しております。こ

れらにより、警察官は警ら活動や捜査活動など

の街頭活動を強化することができ、地域の安全

を確保いたしました。

サイバー犯罪捜査支援強化事業につきまして

は、増加するサイバー犯罪の被害防止を図る目

的で、児童や保護者、教育関係者などを対象と

したサイバーセキュリティカレッジを438回開催

、 。し 延べ４万人に対して広報啓発を図りました

事業所暴力団等排除責任者講習事業につきま

しては、各事業所で選任された責任者に対し、

暴力団等反社会的勢力による不当要求等の被害

防止を図るため、具体的対応要領等を内容とし

た講習を30回開催いたしました。

うそ電話詐欺被害防止コールセンター事業に

つきましては、うそ電話詐欺の被害防止を図る

、 、ため 被害を受けるおそれのある県民に対して

業務を委託した民間事業者のオペレーターが、

うそ電話詐欺の手口やその対策についての注意

喚起の電話を行いました。

次に、基本的方向性の非行少年を生まない社

会づくりの推進につきましては、主要施策の成

果に関する報告書の394ページを御覧ください。

主な事業として、表にありますとおり、少年

サポートセンター運営事業、少年に手を差し伸

べる立ち直り支援事業、未来を担う少年育成の

ためのスクールサポーター事業を推進いたしま

した。

少年サポートセンター運営事業につきまして

は、警察本部及び宮崎北警察署をはじめとする

県内６警察署に設置しております少年サポート

センターを中心といたしまして、小・中・高校

等を対象とした非行防止・薬物乱用防止教室を

延べ590回開催いたしました。

あわせて、過去に非行を犯した少年で再非行

のおそれのある少年12人を支援の対象として指

定し、家庭訪問など、継続的な支援を行ったほ

か、少年相談573件を受理するなど、少年の非行

防止健全育成活動を推進いたしました。

少年に手を差し伸べる立ち直り支援事業につ

きましては、過去に非行があり、かつ、再非行

のおそれのある少年や不良行為等で継続してそ

の立ち直りを支援している少年に対し、農業体

験やスポーツ活動等を通じて、社会に溶け込も

うとする意欲を醸成するもので、14回開催し、

延べ96人の少年が参加いたしました。

未来を担う少年育成のためのスクールサポー

ター事業につきましては、県警察の非常勤職員

であり、青少年の健全育成の役割を担うスクー

ルサポーター９人を警察本部少年サポートセン

ター及び県内６つの地区少年サポートセンター

に配置して、小・中・高校などからの相談受理



- 6 -

令和２年９月30日(水)

や助言、パトロール活動等を行い、学校内外に

おける少年の非行防止、子供を犯罪から守る活

動を推進いたしました。

次に、基本的方向性の被害者支援活動の推進

につきましては、主要施策の成果に関する報告

書の主な事業として、394ページの表の下から２

番目以降にありますとおり、犯罪被害者援助団

体への業務委託事業、犯罪被害者支援推進事業

を推進いたしました。

犯罪被害者援助団体への業務委託事業につき

ましては、公益社団法人みやざき被害者支援セ

ンターに対しまして、広報啓発活動やカウンセ

リング事業等を委託し、電話・面接相談受理や

付添い等の直接支援を598回、専門家によるカウ

ンセリングを60回実施いたしました。

次に、犯罪被害者支援推進事業につきまして

、 、は 犯罪被害者等の経済的負担を軽減するため

診断書料や初診料等の医療費等47件を公費に

、 、よって負担するとともに 被害者の病院付添い

事件後の相談受理等の被害者支援を309件実施す

るなど、積極的な被害者支援に努めました。

続きまして、395ページを御覧ください。

施策の進捗状況でございますが、上の表にあ

、 、りますとおり 刑法犯認知件数につきましては

令和元年度は3,993件で、前年より212件減少し

ております。

また、非行防止教室の開催回数につきまして

は、令和元年度は590回開催いたしました。特殊

詐欺認知件数につきましては、令和元年度は24

件と前年と比較して２件の増加となっておりま

す。

次に、施策の成果等についてでありますが、

主な事業について要約いたしますと、①の犯罪

抑止対策につきましては、警察本部及び各警察

署において、住宅対象の侵入窃盗対策、子供・

女性の安全・安心確保対策、うそ電話詐欺（特

殊詐欺）対策及び乗り物対象の窃盗対策を上げ

た犯罪抑止計画を策定して、犯罪の抑止対策を

推進いたしました。

また、被害の未然防止のための情報発信や防

犯意識の啓発、地域住民等による自主防犯活動

等の活性化を積極的に推進いたしました。

これらの施策の成果もあって、先ほども申し

上げましたとおり、令和元年度の刑法犯認知件

数は前年と比較して212件減少したものの、刑法

犯認知件数の約７割を占める窃盗犯のうち、自

転車等については、前年に比べ201件増加をして

おります。なお、中ほどの表は、刑法犯認知件

数等について、宮崎県と同規模県との比較をし

たものでございます。

、 、次に ②のサイバー犯罪対策につきましては

児童やその保護者などを対象にしたサイバーセ

キュリティカレッジの開催や、県内ＩＴ関連事

業者と連携したキャンペーンや県内事業者向け

のセミナーの実施、ＳＮＳを活用した情報発信

を行うなど、広報啓発活動を積極的に推進し、

県民のサイバーセキュリティーに対する意識の

向上を図りました。

また、最新の犯罪手口に対応するため、全て

の警察職員を対象としたサイバー犯罪捜査検定

や、専門の捜査員を育成するための教養研修を

実施するなど、組織的なサイバー犯罪対処能力

の向上を図りました。

次に、396ページに移っていただきまして、④

の特殊詐欺、うそ電話詐欺被害防止対策につき

ましては、うそ電話詐欺被害防止コールセンタ

ーの運用、穏やかなまちづくり広報大使による

被害防止キャンペーン、各種メディアを活用し

た広報啓発や防災・防犯メールを利用した情報

発信等により、特殊詐欺の現状や手口、対処要
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領などについて注意喚起を行いました。

また、金融機関や宅配物取扱業者、コンビニ

エンスストア等と連携した被害防止対策を推進

した結果、令和元年中に合計で17件、約3,495万

円の特殊詐欺被害を未然に防止することができ

ました。

これらの施策の成果もあって、先ほども申し

上げたとおり、令和元年度の特殊詐欺認知件数

につきましては、前年と比較して２件増加いた

しましたが、被害総額につきましては約1,854万

円減少しております。

なお、中ほどの表は、特殊詐欺の認知件数等

につきまして、宮崎県と同規模県との比較をし

たものでございます。

次に、⑤の少年の非行防止と健全育成対策に

つきましては、少年警察ボランティアと連携し

た少年補導活動のほか、学校や教育事務所等と

連携した非行防止教室等の開催、スクールサポ

ーターによる問題の認められる少年に関する相

談・指導を行いました。

また、インターネットの違法・有害情報対策

として情報モラル教育に重点を置いた非行防止

教室の開催やフィルタリング普及の取組を推進

いたしました。

これらの施策の成果もありまして、令和元年

中の犯罪少年の総数は397ページに記載のとお

り149人で、前年と比較して54人減少しており、

５年前の犯罪少年数と比較すると大幅な減少と

なっております。

続きまして、397ページから398ページにかけ

ましては、平成27年以降の刑法犯認知件数など

、 。でありますが 関係資料のとおりでございます

続きまして、399ページを御覧ください。

施策の柱である （２）交通安全対策の推進で、

あります。

当該施策の目標は、県民一人一人の交通安全

意識の高揚が図られるとともに、安全で円滑・

快適な交通環境が整備されること等により、交

通事故のない安全で安心な社会を目指すもので

あります。

令和元年度決算特別委員会資料の１ページに

記載されております基本的方向性として、交通

安全意識の高揚、安全な交通環境の整備の２つ

を上げております。

このうち、交通安全意識の高揚につきまして

は、主な事業として主要施策の成果に関する報

告書の399ページの表にありますように、交通安

全指導員委託事業、高齢者のための交通安全対

、 、策事業 可搬式速度違反自動取締装置整備事業

放置駐車違反処理・管理システム等整備事業を

推進いたしました。

交通安全指導員委託事業につきましては、一

般財団法人宮崎県交通安全協会への委託事業で

あり、県下53人の交通安全指導員による高齢者

宅訪問指導や歩行環境シミュレーターを活用し

た交通安全教育、通学路や交通量の多い道路に

おける子供や高齢者の通行誘導活動を行ったと

ころであります。

高齢者のための交通安全対策事業につきまし

ては、高齢者の交通事故を防止するため、民間

委託による交通安全教育隊が、ドライビングシ

ミュレーター等を搭載した交通安全教育車や危

険予測教育機器を活用して、県内各地で出前型

の交通安全講習会を開催いたしました。

可搬式速度違反自動取締装置整備事業につき

ましては、従来、速度違反取締りが困難であっ

た道路幅員の狭い生活道路や通学路など危険性

の高い道路において、速度違反取締りができる

よう装置を整備したものでございます。

また、放置駐車違反処理・管理システム等整
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備事業につきましては、放置駐車違反に関する

情報を処理・管理するシステムの整備等を行っ

たものでありまして、共に効果的な交通違反取

締りを行うことを目的とし、ドライバーの交通

法規の遵守を図ることで、交通事故の抑止に資

するものでございます。

次に、基本的方向性の安全な交通環境の整備

につきましては、主要施策の成果に関する報告

書の主な事業として、400ページにありますとお

、 。り 交通安全施設整備事業を推進いたしました

交通安全施設の整備につきましては、令和元

年度は13基の信号機を新設したほか、信号機の

、 、ＬＥＤ化及び信号柱の鋼管柱化により 歩行者

車両運転者の安全性・快適性の確保を図ったと

ころでございます。

施策の進捗状況でございますが、表にありま

すとおり、交通事故死者数につきましては、令

和元年度は39人で、前年よりも５人増加いたし

ましたが、交通事故死傷者数につきましては、

令和元年は7,471人で、前年より787人減少して

おります。

次に、400ページの下から401ページにかけま

、 、して 施策の成果等について要約いたしますと

①の交通安全指導員につきましては、各種交通

安全意識の啓発活動に取り組んだところでござ

いますが、これらの取組により子供の交通事故

については減少傾向にあり、一定の成果が見ら

れるところでございます。しかしながら、高齢

歩行者の交通事故は依然として高い割合で推移

していることから、今後も交通安全指導員によ

る高齢者宅訪問や高齢者対象の交通安全講習会

など、交通安全活動を継続して実施していく必

要があると考えております。

②の高齢者のための交通安全対策につきまし

ては、交通安全教育隊による出前型の交通安全

講習会を県内各地で開催するなど、参加・体験

・実践型の交通安全教育を強力に推進してきた

ところですが、令和元年中の高齢者死者数は29

人、前年に比べ６人増加しております。

また、総死者に占める高齢者の死者の割合

が74.4％と全国平均を19ポイント上回るなど、

高齢者の交通安全防止対策は、本県の重要課題

となっていることから、今後も本施策を継続し

て実施していく必要があると考えております。

続きまして、401ページから402ページにかけ

ての表でございますが、平成27年度以降の交通

安全教室の実施状況の推移でございますが、関

係資料のとおりでございます。

最後に、402ページ記載の繰越しの理由につき

まして御説明いたします。

400ページに戻っていただきまして、交通安全

施設整備事業の令和２年度への繰越額3,521

万4,000円につきましては、信号機のＬＥＤ化９

式及び信号柱の鋼管柱化13本の整備に要する経

費を繰り越したものでございます。

繰越しの理由につきましては、信号機関係の

工事につきまして、入札不調が続き、工法の検

討などに日時を要したため、工期を確保できな

かったことによるものでございます。今年度の

繰越し後の事業の進捗状況につきましては、６

月に契約をし、10月末までに完成予定というこ

とでございます。

以上で、令和元年度主要施策の成果に関する

説明については終わりでございます。

最後になりますが、監査における指摘事項に

つきましては、最初に御覧いただきました令和

元年度決算特別委員会資料の７ページに記載し

ております。

指摘事項に対する改善につきましては、関係

法令を遵守させ、適切な会計業務に努めてまい
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る所存でございます。

以上でございます。

。○岩切主査 執行部からの説明が終了しました

委員の皆様から質疑はございませんでしょう

か。

何点かお伺いします。○渡辺委員

まず、決算特別委員会の資料からお伺いしま

すが、４ページの警察本部費の旅費の関係で、

説明を一瞬聞き逃したんですけど、赴任に関す

る費用は、この旅費のところに入っているとい

う説明だったように聞こえたんですが、その理

解でよかったでしょうか。

そのとおりでございます。○髙橋警務部長

管内居住が昨年度の途中、もしく○渡辺委員

は一昨年度の途中からテストというか、始まっ

て、本格的に始めたのは去年の４月じゃなかっ

たかなと記憶しているんですが、管内居住を外

しても通える１時間以内ぐらいであればという

。 、ふうに緩和したと思うんです 旅費代を見ると

執行率が83.8％ぐらいで少し余裕がある形に

なっているんですが、この辺はそういうところ

が影響して、こういう数字だと理解したらいい

のか、例年この程度残るのかを確認させていた

だければと思います。

今の御質問につきましては、○髙橋警務部長

やはり委員御指摘のとおりの施策が少し生きて

いるかなという印象ではございます。

本格施行しましたのが、今年○河野警務課長

度の４月からでございまして、令和元年度分の

予算であれば、恐らく施行期間の実績が反映さ

、 、れていると思いますので その辺は本格施行と

またちょっと違った結果になっているのではと

いうふうに思っております。

今年度から本格的な導入でしたの○渡辺委員

で、今年度分はまだ途中ですからあれですけれ

ども、傾向としてはそういうことが、多分令和

２年度の決算では出てくるだろうなと想像して

いいということですね。分かりました。

続けて 主要施策に関する報告書の関係で 394、 、

、ページのスクールサポーターの配置事業ですが

いろんな学校との連携が深まることでいろんな

効果が生まれていると理解しています。非常勤

での配置ということでしたが、この９人の方は

警察官ＯＢの方とかが基本的には当たっている

という理解をしていいのかと、勤務形態がそれ

ぞれどんなふうになっているのかを教えていた

だけますでしょうか。

スクールサポーターにつ○時任生活安全部長

きましては９名、いずれも警察官のＯＢであり

ます。勤務時間につきましては、業務の内容が

学校訪問とか、あるいは少年や親等に対する相

談助言等もある関係で、勤務時間が夕方になっ

たりすることもありますので、一応、一日の勤

、務時間は５時間50分という定めがありますけど

勤務パターンとしては午前９時から15時50分ま

で 10時30分から17時20分まで 13時から18時50、 、

分までの３パターンで、それぞれ勤務日、勤務

時間はあらかじめ勤務計画に基づいて定めて、

その計画に沿って学校訪問等を行っているとこ

ろであります。

もう２点ほどお伺いしたいんです○渡辺委員

が、イレギュラーなこともいろいろあるお仕事

だと思うんですけれども、オーソドックスに見

たときに、勤務時間と人数で割り戻せば、この

ぐらいの訪問活動であったりとか、助言の回数

とか、情報交換の回数というのは割り戻せば、

大体想定しているとおりかというのが一つと、

２つ目は、その９名は多分県内に散らばって、

、バランスよく配置されているんだと思いますが

この方々のオフィスというか、日常的に個人の
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単位で、今日はこの中学校にとか高校にという

ふうに回るようなイメージなのか、それとも拠

点のようなところが警察署内とかにあるのかど

うかを教えていただけますでしょうか。

１点目の活動実績等につ○時任生活安全部長

、 、きましては ここに記載のとおりでありまして

昨年と比較しますと、大体同じで、昨年は相談

件数が952件、学校等の情報交換が4,637件、非

、 、行防止教室が275回 パトロール活動が3,367回

会議出席が167回です。例年この程度の活動実績

を残しているところであります。

２点目の勤務場所についてでありますけれど

も、現在の９名の方のうちの３名は警察本部の

少年課で勤務していただいて、北警察署管内、

小林・えびの警察署管内、西都・高鍋警察署管

内を見ていただいております。

残りは、宮崎北警察署管内、宮崎南警察署、

日南警察署、都城警察署、日向警察署、延岡警

察署、それぞれの警察署で勤務をしていただい

て、警察署と隣接警察署の管内の学校等を訪問

していただいているところであります。

テーマが変わりますが、402ページ○渡辺委員

のところで、危険予測教育機器を活用した交通

安全教育実施状況とありますけれども、常任委

員会でも体験させていただいたりしましたが、

令和元年度に比べて平成30年度の数字が少ない

のは、単純に導入時期が平成30年度の途中だっ

たからと理解すればいいのでしょうか。

委員がおっしゃるとおりでご○河野交通部長

ざいます。平成30年度から導入しておりますけ

れども、その年度途中でございましたので、こ

のような数値になっております。

ということは、令和元年度がフル○渡辺委員

に１年間通してやれたということだろうと思い

ますので、今後もこの令和元年度ぐらいの数字

が利用いただけるというか、そういう数字が今

。後も残っていくだろうと考えていていいですか

はい、そのとおりでございま○河野交通部長

す。なるべく受講していただく回数、対象人員

を増やしていきたいと考えております。

はい、ありがとうございました。○渡辺委員

１点だけお聞きしたいんですが、○二見委員

この可搬式速度違反自働取締装置を昨年度整備

して、1,247回の速度違反の取締りをされたとい

うことで、今まで速度違反取締りが難しかった

ところにおいての抑止活動をされたということ

なんですが、まず一つ伺いたいのは、どういう

ふうに設置する箇所を選んできたのかと、1,200

回されていても1,200か所というわけじゃないと

思うんです。何か所ぐらいのポイントでされて

きたのかを、まず教えていただけますか。

この1,247回について、補足説○河野交通部長

明させていただきますけれども、これは全体の

速度違反取締りの回数を記載しておりまして、

この可搬式オービスによる取締りにつきまして

は、現在のところ、令和元年度中は取締り回数

、 。 、が32回 検挙が54件です 場所につきましては

主にゾーン30というエリアの規制区間を設けて

おりますけれども、これの中とか、あるいは小

学校の通学路に設置して抑止効果を高めるよう

に努めているところでございます。

令和元年度が32回で、検挙が54件○二見委員

ということなんですが、32回というのは設置し

た箇所、32か所されたということなんですか。

それとも、例えば１か所を２回、３回置いたこ

とがあるのかとか、そこのところについてはい

かがなんでしょうか。

正確に把握はしておりません○河野交通部長

けど、何回かポイントが重複していることもあ

ろうかと考えております。
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例えば田野の高速道路のところに○二見委員

あるオービスとか、ああいうところについては

ふだんからよく知っている人たちは気をつけて

通るんだろうと思うんですけれども、こういう

可搬式で移動して置けるということは、事故が

多いところだったりとか、ゾーン30とかちゃん

と気をつけないといけないところを、そこをよ

く通られる方々がその認識が薄いのかなという

ことで設置されて、そういう取締り活動をされ

るんだと思うんですよね。いかに地域住民の方

たちに定着させるかというところ、何回すれば

それが定着するのかは、またちょっと難しいこ

となんでしょうが、どれだけ 県下１台しか―

ない機械ですよね。これをいかに効率よく回し

ていくことが大事なのかなと。

地域の交通事故を減らすというところが一番

の目的だと思うので、今回32回設置されたとい

うところに対する効果というか、地域住民の反

応は、どういうふうに把握していらっしゃるの

か、もし何か分かれば教えていただけると。

まず、設置数でございますけ○河野交通部長

れども、この前年度に１基整備をしておりまし

て、現在のところ保有数は２基でございます。

一つの例でございますけれども、ある小学校

の通学路区間において、この移動式オービスを

設置して取締りを行いましたが、それを事前に

学校側に、明日、通学時間帯に取締りを行いま

すということを、学校を通じてＰＴＡの皆さん

、に学校のメールを利用して周知していただいて

なおかつそのほかの道に車が回り込んでスクー

ルゾーン等を走行しないように、白バイを配置

するなどのやり方を取りました。学校側からも

保護者の皆様からも、こういうことをしていた

だけると子供の通学路の安全確保に非常に役立

ちますというお声を頂いているところでござい

ます。

、いずれにしましても検挙を目的というよりも

こういう機器の存在を県民の皆様に広く知って

いただくことで、実勢速度、特に子供さんが通

る道路の速度を抑制して、事故を防止していく

ことが設置の目的でございますので、今後もこ

の２台を、常時稼動するように警察本部のほう

で計画を作りまして、各警察署、執行隊に機器

を貸し出しておりますので、今後ともその取組

を続けていきたいと考えております。

そうですよね。一番の目的は地域○二見委員

住民の交通安全の意識を上げるといったところ

なんだと思いますし、スクールゾーン30とかつ

くって、安全レベルを上げようというのもよく

分かるんですけれども、それだけじゃなくて、

交通事故の起きやすいところとか、そういった

ものに対しては道路の改良とかの対策も必要な

のかなと思うところもあります。例えば、私も

１回、都城駅前のところで右折禁止で切符を切

られたことがあるんですけれども、右折レーン

、 。に入って 右折禁止という標示があるんですね

その後に右折、右折という標示がされている。

非常にこれって分かりづらいなと、右折レーン

に入って右折したら駄目というところがあるん

ですよ。それって普通に考えて、こっちの標識

のほうにも右折禁止というのがあって、ここに

右折禁止という標示がある。その後に右折、右

折というそういう右折レーンがあったりするん

ですよね。

ルールだから、当然そこを曲がっちゃいけな

いんですよと言われても、交通量が多いときな

んかはそこで止まったりするといけないからと

いうことでそうなっているんでしょうけど、あ

る意味ではトラップに近いなと考えますよね。

右折レーンに入って右折してはいけないんです
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から。

しかもそこは、パトカーがいつもうろうろし

、 、ているところで よく捕まるところなのかなと

そういったところはある意味改良が必要なのか

なとも思うし、そういったところであれば道路

管理者のほうともよく協議しながら、そういう

交通違反が少なくなるような取組というのが必

要なんだろうなと。そういったところを総合的

に、今後、取り組んでいただきたいなと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。

先ほどの渡辺委員の御質問に○河野警務課長

対しまして、補足して説明をさせていただきま

す。

居住地規制の緩和につきましては、令和元年

度は試行期間でございましたけれども、平成30

年度の数値と比較しまして、通勤手当と単身赴

任手当につきましておおよその額が判明しまし

たので追加でお答えしたいと思います。

通勤手当につきましては1,688万円ほど増額、

逆に単身赴任手当につきましては1,806万円ほど

減額といったような状況でございます。居住地

。規制緩和の効果が出ているのだろうと思います

赴任旅費につきましては正確な金額がちょっと

把握できておりませんけども、恐らく規制緩和

ということで少なくなっているものというふう

に判断しております。

。○岩切主査 ほかの委員は御質疑ありませんか

400ページの信号機の整備のＬＥ○内田副主査

Ｄ化についてですが、さきの大型台風のときに

信号機の停電が多発したんじゃないかと思うん

ですけど、災害対策などを考えた信号機の設置

についてのお考えを聞かせていただきたいと思

います。また、県内で必要な箇所がどれくらい

あるのかということも御報告いただければと思

います。

まず、県内に交通信号機○垂水交通規制課長

は令和元年度末現在で2,379機ございます。その

うちＬＥＤ化が約半分、今進行している状況で

あります。さらに信号機の台風等での倒壊を防

止するために、現在、もともとコンクリート柱

であった信号柱について、約50年間持つ鋼管柱

への整備を進めているところであります。

それと、前回の台風10号の際に、信号機が一

時的な停電によりまして48か所滅灯しておりま

す。ただ、この滅灯に関しましては可搬式の発

電機等を現場に持って行きまして早急な復旧対

策を取っております。

交通規制課長、１点、今後の必要○岩切主査

箇所数という御質疑がありましたが。

ＬＥＤにつきましては、○垂水交通規制課長

現在、約半数でＬＥＤ化が進んでおりまして、

今後も毎年このＬＥＤ化を進めて、早急に全信

号機のＬＥＤ化を図っていきたいと考えており

ます。

そのＬＥＤは停電対策につな○内田副主査

がっていくんですか。

電球式に比べて10倍近い○垂水交通規制課長

長寿命化が図られます。それと10分の１の電気

料、このような効果がございます。

ということは、今県内では50％○内田副主査

ぐらいの設置数ということで、予算次第だとは

思うんですけど、残り半分を台風等の停電対策

にもつながるように設置を進めていくというこ

とでよろしいですか。

今、交通規制課長が説明いた○河野交通部長

しましたが、ＬＥＤ化は長寿命化なり節電対策

には効果があるんですけれども、直接的な滅灯

対策で進めているわけではございませんので、

この信号機の電源付加装置を昨年度は22基整備

いたしましたが、これは、災害等で滅灯になっ
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、 、た際に 自動的に発電装置が起動いたしまして

滅灯から点灯に切り替わるということで、こち

らのほうを今後計画的に整備していきたいと考

えているところでございます。

今回の台風で、48か所で可搬式○内田副主査

のものを設置された、対応をされたということ

なんですけど、台風の日の次の朝に信号機が停

電しているということで、相談が相次いで、手

信号でもいいから早く急いでやってもらいたい

というような、ちょうど出勤の時間帯だったと

いうこともあって、そういう相談もあったんで

すけど、警察の方が可搬式で48か所全て対応さ

れたのか 手信号なりの対応をされた場所もあっ、

たかどうか、お聞かせいただけますか。

、○垂水交通規制課長 先ほどの滅灯箇所のうち

９か所については可搬式の発動発電機を使用し

て現場での信号の滅灯防止対策を取っておりま

す。

それ以外は。○内田副主査

それ以外は、自然復旧と○垂水交通規制課長

いうことになります。電気が通じた段階、停電

が復旧した段階で。復旧までは現場で警察官が

手信号による交通整理等を行っております。

ということは、39か所は手信号○内田副主査

で対応して、９か所のみが可搬式で対応したと

いうことですね。さっき48か所と言われました

よね。

滅灯した48か所のうちの○垂水交通規制課長

９か所は、先ほどの可搬式で行ったんですが、

残りを全ての警察官が対応したわけではござい

ません。特に交通量の多い交差点等におきまし

ては、警察官が現場に臨場しまして、手信号に

よる交通整理を行ったところもございますが、

交通量が比較的少ない山間部等については、停

電が自然に復旧した後に、信号については回復

したというふうに見ております。

今後もこういう大型台風などの○内田副主査

災害等も増えると思いますので、なるべく予算

の関係もあると思うんですけど、信号機の対応

と、それと可搬式などで対応ができないところ

には、警察の方が来ていただけるだけで安心感

もありますし、順調に車の進行もできるのかな

ということで、危なっかしいなという面も見受

けられることがあったので、その点も考えなが

ら今後進めていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いします。

信号機に関して１件だけ確認です○ 原委員蓬

けど、南海トラフがかなりの確率で発生するこ

とが懸念されているわけですが、信号機の耐震

は、どの程度まで耐えるというようなところの

診断は済んでいるんでしょうか。

というのは、これは台風の場合ですけど、千

葉県で、かなり電柱が倒れましたよね。宮崎は

同じような台風が来ても倒れないんですよ。そ

、 、れはなぜかというと 台風の常襲地帯であって

電柱の立て方がかなり頑丈なんだと、それにサ

ポートの補助的なものまで立てているので。倒

れないという評価を国のほうではしているよう

で。これは台風の場合で、対風圧はそういう問

題だったんだけど。

耐震ということについて、例えば信号機が倒

れることで、消える以前に倒れてしまうと、こ

れは交通を塞いでしまって いろいろなレスキュ、

ーを阻害することになるわけですけれども、耐

震ということについての配慮、その辺りはどう

なっているんですか。

耐震そのものに関しまし○垂水交通規制課長

てのデータはございません。ただ、先ほどあり

ましたようにコンクリート柱から鋼管柱に今、

随時変えております。この鋼管柱化によりまし
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て、地震の揺れに対する強さはコンクリートよ

りははるかに高いと判断しております。

日向灘がマグニチュード７でした○ 原委員蓬

かね、確率がかなり高いと言われているわけだ

けど、想定される地震が発生しても、宮崎県の

信号機は倒れることはないという判断をされて

いると考えてもいいんですか。

データ的なもので、例えば建○河野交通部長

物であれば震度７に耐え得る等の専門的な診断

を得てやっているところなんですけれども、こ

の信号柱に関しましては実際のところそのよう

な、専門的な知見を求めたというところはござ

いません。

一般論としまして、コンクリート柱よりもか

なり強靱な鋼管柱が、今全体の信号柱の９割を

超えております。これによって、耐震化の面に

、 、ついても バックデータはないんですけれども

強化されているものというふうに判断している

ところでございます。

大地震があったわけですけど、こ○ 原委員蓬

のときどうだったのかというのも一つのまたデ

ータとしてあると思うので。それともう一つは

液状化、いかに頑丈でも液状化してしまうとお

かしくなるわけで、その知見が今ない、データ

がないということでしょうけれども、その辺り

の視点も一度持っておいていただくとありがた

いかなと。そういう情報収集とか、関心を持っ

て、耐震ということについて信号機は大丈夫か

という。決算特別委員会の場ですけれども、要

望しておきます。

またいろいろとデータを集め○河野交通部長

てみたいと思います。承知しました。

ほかにございませんですか。○岩切主査

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって警察本部○岩切主査

を終了いたします。

執行部の皆さん、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午後２時６分休憩

午後２時９分再開

分科会を再開いたします。○岩切主査

令和元年度宮崎県電気事業会計決算等につい

て、執行部の説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

企業局でございます。よろし○井手企業局長

くお願いいたします。

それでは、座って説明させていただきます。

お手元に配付しております令和元年度公営企

業会計決算審査資料を御覧いただきたいと思い

ます。

めくっていただきまして、表紙裏に目次がご

ざいます。１の令和２年９月定例県議会提出議

、 、案関係といたしまして３件と ２の提出報告書

そして３の監査結果報告書指摘事項等について

御説明をさせていただきます。

なお、それぞれの目次のところに議案書のペ

ージを記載しておりますけれども、本日はこの

資料で一括して説明させていただきたいと存じ

ます。

１のところでございますが、今回提出してお

ります議案は 丸の２つ目から 議案第20号 令、 、 「

和元年度宮崎県電気事業会計利益の処分及び決

算の認定について 、議案第21号「令和元年度宮」

崎県工業用水道事業会計利益の処分及び決算の

認定について 、そして、議案第22号「令和元年」

度宮崎県地域振興事業会計資本剰余金の処分及

び決算の認定について」の３件でございます。

これらは、地方公営企業法第32条第２項及び
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第３項の規定により、利益の処分等について県

議会の議決を求めますとともに、同法第30条第

４項の規定によりまして、決算の認定をお願い

するものでございます。

２の提出報告書でございますが、地方公営企

業法施行令第18条の２第２項の規定により、継

続費の精算報告を行うものでございます。

それでは、資料の１ページを御覧いただきた

いと存じます。

私からは決算の概要について説明させていた

だきます。

令和元年度の決算につきまして、丸の一番上

、 、で概要をまとめておりますけれども 電気事業

、工業用水道事業は純利益を計上いたしましたが

地域振興事業は、降雨の影響や新型コロナウイ

ルス感染拡大防止対策に係る臨時休業等により

純損失を計上したところでございます。

、 。まず その下にあります電気事業であります

供給電力量は 前年度と比べ降雨量が少なかっ、

たことから、前年度対比88.2％となったところ

です。

なお、決算額は特別修繕引当金の戻入に伴う

特別利益により事業収益が増加し、修繕費の減

などにより事業費が減少したことから、前年度

から増収増益となっております。

（２）の決算額、太枠で囲んでいるところで

すが、純利益の実績は９億5,834万1,000円とな

り、前年度対比で115.9％となっております。

その下、工業用水道事業でございます。

常時使用水量は、前年度と比べ臨時的に給水

を行っている日向市の使用水量が増加したこと

から、前年度対比で107.7％となりました。

なお、決算額は、有価証券売却益の減等によ

りまして事業収益が減少し、減価償却費の増に

より事業費が増加したことから、前年度から減

収減益となったところであります。

（２）の決算額でございますが、太枠のとこ

ろ、純利益の実績が8,230万5,000円となり、前

年度対比で66.9％となっております。

２ページを御覧いただきたいと存じます。

地域振興事業でございます。

ゴルフコースの利用者は、降雨の影響や新型

コロナウイルス感染拡大防止対策に係る臨時休

業などによりまして前年度対比で92.1％となり

ました。

なお、決算額は、指定管理者からの納付金収

入の減等によりまして純損失を計上しておりま

す。

（ ） 、 。２ の決算額 太枠のところでございます

純利益の実績はマイナスの1,234万7,000円を計

上しております。

詳細につきましては、総務課長から説明をさ

せますので、よろしく御審議のほどお願いいた

します。

私からは以上でございます。

それでは、引き続き決算の内○橋本総務課長

容について御説明いたします。

資料の３ページを御覧ください。

議案第20号「令和元年度宮崎県電気事業会計

利益の処分及び決算の認定について」でありま

す。

まず、１の事業の概況でありますが、令和元

年度の降雨量は、前年度と比べ少なかったもの

、 、（ ）の 平年を上回る降雨量であったことから １

の供給電力量は、太枠の年度計の欄にあります

とおり、目標５億３万キロワットアワー余に対

し、実績５億276万キロワットアワー余で、達成

率は目標の100.5％となっております。

（２）の電力料金収入は、太枠の年度計の欄

、 、にありますとおり 目標43億9,957万円余に対し
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実績44億296万円余で、達成率は100.1％となっ

ております。

４ページをお開きください。

２の決算報告書であります。この報告書は、

、予算額と決算額とを比較するものでありまして

消費税込みの金額を記載しております。

まず （１）の収益的収入及び支出であります、

が、①の収入を御覧ください。

表の太枠の事業収益（合計）は、予算額54

億7,152万円余に対し、決算額55億1,493万円余

で、4,341万円余の増となっております。これは

主に、九州電力株式会社の株式配当金の増によ

り、財務収益や営業外収益が増えたことなどに

よるものであります。

また、先ほど局長から説明がありましたが、

令和元年度は特別利益として、２億7,244万円余

を計上しております。これは、綾第二発電所を

大規模改良事業により更新することに伴い、水

車発電機の修繕のために引き当てておりました

特別修繕引当金を取り崩す必要がなくなったこ

とから、当該引当金を戻入したことによるもの

であります。これらによりまして、前年度を約

１億3,000万円上回る収益を上げたところでござ

います。

②の支出を御覧ください。

表の太枠の事業費（合計）は、予算額53億755

万円余に対し、決算額45億1,740万円余でありま

す。繰越額は１億9,377万円余で、この繰越しの

内容は、６月の常任委員会で御報告いたしまし

た渡川発電所大規模改良事業の継続費の逓次繰

越等によるものでございます。また、不用額は

５億9,638万円余で、これは主に、営業費用の修

繕費や委託費の入札残などであります。

５ページを御覧ください。

（２）の資本的収入及び支出でございます。

こちらは事業収益を得るために必要な資産等に

係る収支を表すものでございます。

①の収入を御覧ください。

表の太枠の資本的収入 合計 は 予算額7,261（ ） 、

万円余に対し、決算額7,287万円余となっており

ます。

②の支出を御覧ください。

太枠の資本的支出 合計 は 予算額17億2,868（ ） 、

万円余に対し、決算額８億5,725万円余でありま

す。繰越額は３億9,111万円余で、繰越しの内容

は、収益的収支と同じく、渡川発電所大規模改

良事業の継続費の繰越し等によるものでありま

す。また、不用額は４億8,031万円余で、これは

主に、建設改良費のうち、県土整備部が実施す

る多目的ダム事業の負担金が見込みを下回った

ことなどによるものであります。

。欄外の米印の２つ目のところを御覧ください

資本的収入額が資本的支出額に不足する額に

つきましては、①から⑤に記載のとおり、建設

改良積立金や減債積立金等で補塡したところで

ございます。

６ページをお開きください。

３の損益計算書であります。こちらは消費税

抜きの金額を記載してございます。

①の収益の部を御覧ください。太枠の収益合

計は51億1,570万円余となっており、その主なも

のは営業収益の電力料であります。

②の費用の部を御覧ください。太枠の費用合

計は41億5,736万円余となっており、主なものは

営業費用の水力発電費等であります。

収益合計から費用合計を差し引きました下か

ら３行目の当年度純利益は９億5,834万円余と

なっております。

この利益に、その下の行に書いてございます

その他未処分利益剰余金変動額の４億1,375万円
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余、これは減債積立金等の取崩し額でございま

すが、これを加えました当年度未処分利益剰余

金は13億7,209万円余となります。

７ページを御覧ください。

４の貸借対照表であります。こちらも消費税

抜きの金額となっております。

表の左側を御覧ください。

太字で記載しております固定資産と流動資産

で構成されます一番下の資産合計は515億4,805

万円余となっております。

表の右側を御覧ください。

固定負債と流動負債、繰延収益で構成されま

す負債合計は74億4,526万円余となっておりま

す。

その下の資本金と剰余金、評価・換算差額等

で構成されます資本合計は441億278万円余と

なっております。この結果、表の一番右下の負

債資本合計は515億4,805万円余となっておりま

す。

８ページをお開きください。

５の剰余金処分（案）であります。

表の上から２行目に記載しております未処分

利益剰余金の13億7,209万円余につきましては、

処分案でお示ししておりますとおり、まず、上

から３行目の備考欄にあります減債積立金と建

設改良積立金の取崩し額である４億1,375万円余

につきましては、資本金へ組み入れたいと考え

ております。

その下の備考欄にございます当年度純利益分

となる残りの金額につきましては、地域振興の

ための財源となる地方振興積立金に６億7,589万

円余、将来の設備投資に備えるための建設改良

積立金に２億7,244万円余、緑のダム造成事業積

立金に1,000万円をそれぞれ積み立てたいと考え

ております。

その理由でございますけれども、今回の決算

におきまして、特別利益として計上いたしまし

た２億7,244万円余につきましては、もともと綾

第二発電所の発電機の修繕のために引き当てて

いたものでございまして、これは大規模改良工

事の財源となります建設改良費に積み立てるこ

とが適当であると考えたところでございます。

また、緑のダム造成事業積立金につきまして

は ３億円の目標額といたしまして 毎年度1,000、 、

万円ずつ積立てをしてきておりますことから、

これまでどおりの積立てを行いたいと考えてい

るところでございます。その上で、残りの剰余

金６億7,589万円余につきましては、地域振興の

ための財源となります地方振興積立金に積立て

を行いたいと考えたところでございます。

参考といたしまして、下の表に処分案により

ます処分後の資本金及び各積立金の令和２年度

末の残高見込みを記載しております。

９ページをお願いいたします。

続きまして、議案第21号「令和元年度宮崎県

工業用水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について」でございます。

まず、１の事業の概況でございますが、常時

使用水量は、細島工業団地の工場等に加え、日

向市への臨時的な給水量が当初の見込みを上

回ったことによりまして （１）の給水状況でご、

ざいますが、太枠の年度計の欄にありますとお

り、表の左から３列目になりますが、常時使用

水量の目標2,171万立方メートル余に対し、その

横の実績は2,360万立方メートル余で、達成率は

右から３列目、108.7％となっております。

その結果 （２）の給水料金収入は、太枠の年、

度計の欄にありますとおり、目標３億2,005万円

余に対し、実績３億3,763万円余で、達成率

は105.5％となっております。
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10ページをお開きください。

２の決算報告書でございます。

、（ ） 。まず １ 収益的収入及び支出でございます

①の収入であります。

太枠の事業収益（合計）は、予算額３億9,097

万円余に対し 決算額４億1,706万円余で 2,608、 、

万円余の増となっております。これは主に、給

水量が増加したことにより、営業収益が増加し

たことや、受取利息等の営業外収益が増えたこ

と等によるものであります。

②の支出を御覧ください。

太枠の事業費（合計）は、予算額３億7,062万

、 。円余に対し 決算額３億1,038万円余であります

繰越額は1,447万円余で、これは６月の常任委

員会で御報告をいたしました工業用水道事業の

高速擬集沈殿地設備更新工事の継続費の逓次繰

越しによるものでございます。

また、不用額は4,575万円余で、営業費用の修

繕費や委託費の入札残などによるものでござい

ます。

11ページを御覧ください。

（２）資本的収入及び支出であります。

①の収入でございますが、資本的収入はござ

いません。

②の支出を御覧ください。

太枠の資本的支出 合計 は 予算額６億4,010（ ） 、

万円余に対し、決算額３億9,283万円余でありま

す。

繰越額は２億689万円余で、収益的収支と同じ

く、高速擬集沈殿地設備更新工事の継続費の繰

越しによるものでございます。

また、不用額は4,037万円余で、建設改良費の

工事の入札残等によるものであります。

欄外の２つ目の米印を御覧ください。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額に

つきましては、①から④に記載しておりますと

おり、減債積立金や借入金償還積立金等で補塡

したところでございます。

12ページをお開きください。

３の損益計算書でございます。

①の収益の部を御覧ください。表の太枠の収

益合計は３億8,117万円余となっており、主なも

のは営業収益の給水収益であります。

②の費用の部を御覧ください。太枠の費用合

計は２億9,886万円余となっており、主なものは

営業費用の運転費であります。

収益合計から費用合計を差し引きました当年

度純利益は、下から３行目でありますが、8,230

万円余となっております。

この利益に、その下の行のその他未処分利益

剰余金変動額の6,423万円余、これは減債積立金

、と借入金償還積立金の取崩し額でございますが

これを加えました当年度未処分利益剰余金は１

億4,653万円余となります。

13ページを御覧ください。

４の貸借対照表であります。

表の左側を御覧ください。太字で示しており

ます固定資産と流動資産で構成されます一番下

の資産合計は44億2,152万円余となっておりま

す。

表の右側を御覧いただきまして、固定負債と

流動負債、それから繰延収益で構成されます負

債合計は27億509万円余となっております。

その下の資本金と剰余金で構成されます資本

合計は17億1,643万円余となっておりまして、こ

の結果、表の一番右下の負債資本合計は44

億2,152万円余となっております。

14ページをお開きください。

５の剰余金処分（案）でございます。

表の上から２行目にございます未処分利益剰
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余金１億4,653万円余につきましては、処分案の

１行目にありますとおり、資本金に借入金償還

積立金等の取崩し額である6,423万円を組み入れ

ることとし、当年度純利益分の8,230万円余につ

きましては借入金償還の財源とするため、借入

。金償還積立金へ積み立てたいと考えております

参考といたしまして、下の表に処分案による

処分後の資本金と借入金償還積立金の令和２年

度末の残高見込みを記載してございます。

続きまして、15ページをお願いいたします。

議案第22号「令和元年度宮崎県地域振興事業

」会計資本剰余金の処分及び決算の認定について

であります。

まず、１の事業の概況であります。降雨の影

響や新型コロナウイルス感染拡大防止対策に係

る臨時休業等により、年間利用者数は（１）の

ゴルフコース利用状況の表の太枠の年度計の欄

にありますとおり、目標、３万1,500人に対し、

実績は、平日、休日の合計で２万4,882人でござ

いまして、目標に対する達成率は79.0％となっ

ております。

これは、表の右側の達成率の段にありますと

おり、雨天の影響によりまして、７月から９月

の利用者数が目標の７割程度であったことや、

３月に新型コロナウイルス感染患者が発生した

ことに伴いまして、感染拡大防止のため、25日

間の臨時休業を行ったことなどによるものでご

ざいます。

その結果 （２）の施設利用料収入は、目標、

、 、の1,819万円余に対し 実績は248万円余となり

達成率は13.6％となりました。

16ページをお開きください。

２の決算報告書でございます。

（１）の収益的収入及び支出であります。①

の収入でございます。太枠の事業収益（合計）

は、予算額1,191万円余に対し、決算額641万円

余で、550万円余の減となっております。これは

主に、指定管理者からの納付金が減額となった

ことによるものであります。

②の支出を御覧ください。

太枠の事業費（合計）は、予算額2,214万円余

に対し、決算額1,796万円余、不用額417万円余

となっております。

17ページを御覧ください。

（２）の資本的収入及び支出であります。

①の収入でございます 太枠の資本的収入 合。 （

計）は、予算額70万円に対し、決算額２万円余

で、67万円余の減となっております。

これは、第３期の指定管理者でありました一

般財団法人一ツ瀬川県民スポーツセンターから

の公益目的支出計画に基づく寄附金70万円を予

算計上しておりましたが、先日の常任委員会で

御説明いたしましたとおり、当該法人が令和元

年６月に解散したため、見込んでいた寄附が行

われなかったことによるものでございます。

②の支出を御覧ください。

太枠の資本的支出（合計）は、予算額3,420万

円余に対し、決算額1,873万円余であります。繰

越額は763万円余で、これは６月の常任委員会で

御報告いたしました一ツ瀬川県民スポーツレク

リエーション施設環境整備事業に係る建設改良

費を繰り越したものでございます。

不用額は、備品購入の際の入札残などで783万

円余となっております。

欄外の米印を御覧ください。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額に

つきましては、①から③に記載しておりますと

おり、借入金償還積立金等で補塡したところで

ございます。

資料の18ページをお願いいたします。
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３の損益計算書でございます。

①の収益の部を御覧ください。

太枠の収益合計は553万円余であります。

主なものは営業収益の施設利用料で、指定管

理者からの納付金であります。また、営業外収

益の主なものは受取利息等でございます。

②の費用の部を御覧ください。

太枠の費用合計は1,788万円余で、主なものは

営業費用の施設管理費でございます。

この結果、当年度純利益はマイナス1,234万円

余となったところでございます。これに、その

下の行のその他未処分利益剰余金変動額の65万

円余、これは備考欄に記載のとおり、借入金償

還積立金の取崩し額でございますが、これを加

えました当年度未処理欠損金は1,169万円余と

なったところでございます。

19ページをお願いいたします。

４の貸借対照表であります。

表の左側にございます太文字で記しておりま

す固定資産と流動資産で構成されます資産合計

は８億7,081万円余となっております。

表の右側、まず上のほうです。固定負債と流

動負債、繰延収益で構成されます負債合計は７

億5,430万円余となっております。

その下の資本金と剰余金で構成されます資本

、 、合計は１億1,650万円余となっており この結果

表の一番右下の負債資本合計は８億7,081万円余

となったところでございます。

20ページをお開きください。

５の欠損金処理（案）でございます。

令和元年度に発生いたしました未処理欠損金

の処理につきましては、資本剰余金及び利益積

立金から繰り入れることとしたいと考えており

ます。

表中にございます未処理欠損金1,169万円余を

補塡するため、今回、議会の議決をいただきま

して、資本剰余金にございます全額5,000円余を

繰り入れるとともに、地方公営企業法第32条の

２の規定によりまして、欠損を補塡するために

積立てをしております利益積立金の全額525万円

余を未処理欠損金に繰り入れることとしたいと

考えております。

その結果、処理後残高となります642万円余は

次年度に繰り越すこととなります。

21ページを御覧ください。

参考といたしまして、令和元年度における企

業局から知事部局等への経費支出額を記載して

おります。

令和元年度は、地方振興積立金からの一般会

計への繰り出しはございませんでしたが、多目

的ダム管理費や水利使用料など、知事部局や市

町村に対しまして、下の太枠で囲んでおります

とおり、合計10億円余を支出したところでござ

います。

提出議案に係る説明は以上でございます。

続きまして、提出報告書について御説明しま

す。

別冊の令和２年９月定例県議会提出報告書 追（

加分）の５ページをお願いいたします。

別紙２、令和元年度宮崎県公営企業会計（電

気事業）継続費精算報告書でございます。

報告の対象となる事業は、上祝子発電所発電

機自動制御装置更新工事でございます。

この事業は、上祝子発電所の発電機自動制御

装置につきまして、設置から22年を経過し、更

新する必要があったことから、平成30年度と令

和元年度の２か年で更新工事を行ったものでご

ざいます。

上の表は事業費の営業費用でございます。こ

ちらは既存の自動制御装置の除却に伴う費用で
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ございますけれども、全体計画の年度割の計31

万円余に対しまして 実績の支払義務発生額は30、

万円余となりました。

また、下の表は資本的支出の建設改良費でご

ざいますが、こちらは新しい自動制御装置の設

置に伴う費用でございます。こちらは全体計画

の年度割額の計7,354万円余に対しまして、実績

の支払義務発生額は7,313万円余となったところ

でございます。

。提出報告書に関する説明は以上でございます

続きまして、決算審査資料にお戻りいただき

まして、最後のページ、22ページをお願いいた

します。

３、令和元年度企業局に係る監査結果報告書

指摘事項等についてでございます。

今回の監査におきまして、指摘事項はござい

ませんでした。

なお、ここに記載しております注意事項２件

につきましては、監査後速やかに改善策を講じ

たところでございます。

また、監査委員の決算審査意見書に関しまし

て、特に報告すべき事項はございません。

企業局が所管します３会計の令和元年度決算

審査に関する説明は以上でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。

執行部の説明が終了しました。○岩切主査

。委員の皆様から質疑はありませんでしょうか

工業用水道に関してですが ちょっ○渡辺委員 、

と話がこんがらがって分かりにくくなっている

んですけど、日向市への臨時的な給水を行った

ことで目標を達成することができたという説明

、 、でしたが これは前に聞いたと思うんですけど

日向市の臨時的給水は何の目的だったのかとい

うこと。それと、給水状況を見ていると、11月

期、12月期が目標値に対して大きく増となって

いますので、単純にいえば、この辺りの時期の

増分が日向市への臨時的給水で 全体目標で行っ、

ても５％ほど多く上がっている分が臨時的給水

と理解すればいいのか。つまり、そこを差し引

いたときに 工業用水道の臨時的な給水がなかっ、

た場合には、実は目標を達成できていないとい

うような状況なのかを確認したいと思っていま

す。

日向市への臨時的給水の○宮田経営企画室長

内容について御説明いたします。

この給水は、日向市の事業でございます富島

幹線用水路整備事業に伴いまして、耳川から取

水して日向市に送っている導水トンネルの補修

工事を行っておりました。この工事期間中に断

水が生じるために並行して走っております工業

用水道のトンネルの出口から臨時的に給水を

行ったものでございます。当初は２か月間の給

水予定でございましたが、実際には11月から２

月の４か月の給水となったことによりまして、

給水量が増えたものでございます。

もう１点は、日向市への給水がなかった場合

。に赤字だったかということでございましょうか

単純にいえば。○渡辺委員

日向市への給水がなかっ○宮田経営企画室長

た場合はその分減収ということになりますので

……。確認いたします。

確認するそうです。○岩切主査

給水した量が幾らなのかというこ○渡辺委員

とを含めて、例えば、日向市に臨時的に給水す

るために、本来であれば工業用水に回すような

ところと御相談したり、調整したりして水を確

保するというようなこともあり得るのかもしれ

ないですし、その辺を含めて。

お答えいたします。○橋本総務課長

当年度純利益が8,230万円余でございますが、
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そのうち日向市への給水によります料金は4,077

万円余でございますので、差し引きまして

も4,000万円余の黒字になります。

分かりました。ちょっと勉強のた○渡辺委員

めに教えていただきたいんですが、日向市への

給水の料金は、ふだん、基本的な契約を結んで

いるような額と比べて同じ水準で出すものなの

か、何かほかに配慮があるような形の額で出す

ものなのかはどうなんでしょうか。

日向市への臨時給水にし○宮田経営企画室長

ましては、ほかのユーザーの皆様と同じ料金で

設定させていただいております。

もう１点だけ、他のユーザーと一○渡辺委員

緒ということでしたが、例えば、この工業用水

道はほかに水路が通っていないところではこん

な使い方はできないと思うんですけれども、例

えば、日向市とは今回のことだけではなく、何

らかの理由で日向市の水道が安定的に供給でき

ないようなことがあるときには、県の工業用水

道とこういう水のやり取りをするとか、場合に

よっては、こういうふうにユーザーとしてお金

を払って使うというようなことについて、何ら

。 、 、かの契約が結ばれているのか それとも 今回

あくまでも極めて突発的なこととして、ちょう

どいいところに工業用水が通っているから日向

市から個別にお話があって成り立ったというよ

うなことなのか、それとも何らかの土台がある

のかを教えていただけると。

日向市への臨時給水につ○宮田経営企画室長

きましては、たまたま導水路が並行して通って

いるということに基づいて行っているものであ

りまして、特段、何らかの協定があったりとか

そういうことに基づいてやっていることではご

ざいません。

ついでに伺いますが、日向市への○渡辺委員

給水は 工業用水道が始まって初めてのことだっ、

たんですか。これまで例があるんですか。

日向市の導水路の補修工○宮田経営企画室長

、 、事については継続的に行っておりまして 現在

令和元年度は第４期ということになっておりま

。 、す 給水を開始したのが平成17年度なんですが

それ以前に、導水路の落盤事故によりまして平

成15年の５月に給水したという実績がございま

す。

分かりました。平成15年度の件は○渡辺委員

突発的な出来事としてあって、ちょっと私、認

識が足りていませんでしたが、この水の供給は

平成17年度以降、空いている期間がところどこ

ろあるのかもしれませんが、日向市の方針に合

わせて、数回にわたって行われてきていると理

解していいということですか。

継続的に行ってきている○宮田経営企画室長

ところでございます。

分かりました。ありがとうござい○渡辺委員

ます。

。○岩切主査 他に質疑はありませんでしょうか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって企業局を○岩切主査

終了いたします。

執行部の皆様、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午後２時51分休憩

午後３時１分再開

分科会を再開いたします。○岩切主査

令和元年度決算について、執行部の説明を求

めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いをいたします。

教育委員会でございます。どう○日隈教育長
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ぞよろしくお願いいたします。座って説明させ

ていただきます。

それでは、早速でございますが、教育委員会

の令和元年度決算について御説明させていただ

きます。

お手元のＡ４版の横方向の資料、決算特別委

員会資料をお願いいたします。

表紙をおめくりいただきまして、１ページ目

を御覧ください。

それでは、未来みやざき創造プランに基づく

施策の体系表により、主要施策についてまず御

説明申し上げたいと思います。

教育委員会では、体系表の左上にありますよ

うに、宮崎県総合計画、未来みやざき創造プラ

ンの３つの分野別施策の中で 「人づくり」に係、

る部門別の計画といたしまして宮崎県教育振興

基本計画を策定しているところであります。

この基本計画のスローガンであります「未来

」を切り拓く心豊かでたくましい宮崎の人づくり

の推進に向けまして、４つの基本目標を設定い

たしまして、令和元年度は右側に掲げておりま

すような事業に取り組んだところであります。

事業については省略させていただきます。

続きまして、２ページを御覧ください。

決算の数値の関係でございますが、教育委員

会全体の令和元年度歳出決算の状況について御

説明いたします。

まず、一般会計でございますが、表の下から

５段目の網掛けの行、一般会計の計の欄を御覧

ください。予算額1,065億4,410万4,000円に対し

まして、支出済額1,052億2,024万23円、不用額

が差引きの８億2,591万977円となります。執行

率は98.8％でございます。

次に、特別会計でございますが、表の下から

４段目と３段目の括弧内に示しておりますけれ

ども、県立学校実習事業及び育英資金の２つの

特別会計がございます。

下から２段目の網掛けの行、特別会計の計の

欄で御説明いたします。

下から２番目になります 合計で 予算額が21。 、

億7,090万9,000円でございまして、支出済額が

８億6,374万3,459円でございまして、不用額が

差し引き13億716万5,541円、執行率が39.8％と

なります。

最後に、ちょっと飛びますけれども、31ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

31ページから32ページにかけてでございます

が、監査結果報告書における指摘事項及び注意

事項の22件について記載させていただいており

ます。これらの指摘事項等に対しましては、直

ちに改善を図ったところであります。

次に、お手元の別冊でございますが、令和元

年度宮崎県歳入歳出決算審査意見書の45ページ

になるんですけれども、１件の審査意見があり

ました。

これにつきましては、後ほど関係課長から説

明申し上げますが、記載のとおり、育英資金貸

付金について、償還促進の対策が講じられてお

、 、りまして 収入未済額が減少しているけれども

引き続き努力が望まれるというような内容の審

査意見がございました。

私からの説明は以上でありますが、詳細につ

きましては、それぞれの担当課・室長のほうか

ら説明いたしますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。

まず、教育政策課につき○川北教育政策課長

まして御説明させていただきます。

お手元の決算特別委員会資料の教育政策課の

インデックスのところ、３ページをお開きくだ

さい。
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一番上の（款）教育費の欄でございます。

令和元年度の教育政策課の一般会計予算額

は31億4,511万6,000円、支出済額は31億2,457

万9,809円、不用額は2,053万6,191円、執行率

は99.3％となっております。このうち （目）の、

不用額が100万円以上のものにつきまして御説明

をさせていただきます。

同じ３ページの中ほどにございます（目）事

務局費の不用額が1,279万6,970円となっており

ます。主なものは、事務局職員の職員費などの

執行残であります。

次に、４ページを御覧ください。

中ほどにあります（目）社会教育総務費の不

。 、用額が558万3,871円となっております これは

事務局職員の職員費の執行残であります。

なお （目）の執行率で90％未満のものはござ、

いません。

、 。次に 主要施策の成果についてでございます

お手元の主要施策の成果に関する報告書、教

育政策課のインデックスのところ、351ページを

お願いいたします。

２の未来を担う人財が育つ社会の（１）県民

が生涯を通じて学び、教育に参画する社会づく

りの推進についてであります。

ページ中ほどのテレビ教育広報事業でありま

すが、これはＭＲＴとＵＭＫの２局において教

、 、育委員会の取組についての番組を制作 放送し

県民への周知を行うもので、令和元年度はＭＲ

Ｔで52回、ＵＭＫで16回の放送を行っておりま

す。

テレビ広報による情報発信につきましては、

映像の効果的な活用により、幅広い世代が年間

を通して定期的に視聴できるなど、その効果は

大きいものと考えております。

今後も、より多くの県民に興味を持ってもら

えるような番組づくりに努め、県民の教育に対

する理解を深めながら、県民総ぐるみによる教

育を推進してまいりたいと考えております。

主要施策の成果につきましては、以上でござ

います。

最後になりますが、監査委員の決算審査意見

、 。書に関して 特に報告すべき事項はありません

教育政策課は以上でございます。

財務福利課につきまして○四位財務福利課長

御説明いたします。

資料替わりまして、決算特別委員会資料の財

務福利課のインデックスのところ、６ページを

お願いいたします。

まず、表の一番上を御覧ください。

一般会計についてでありますが、予算額38

億4,399万6,000円に対しまして、支出済額38

億354万4,986円、不用額4,045万1,014円、執行

率は98.9％となっております。このうち （目）、

の不用額が100万円以上のもの及び執行率が90％

未満のものについて御説明を申し上げます。

同じ表の上から４段目を御覧ください （目）。

事務局費の不用額が521万541円となっておりま

す。主なものは、教職員住宅の修繕費等の執行

残であります。

次に、７ページをお願いいたします。

表の一番上の 目 教職員人事費の不用額が196（ ）

万4,944円となっております。主なものは、職員

の健康管理事業に係る経費が見込みを下回った

ことによる執行残であります。

次に、表の下から４段目 （目）恩給及び退職、

年金費の不用額が114万8,302円となっておりま

す。主なものは、恩給受給者の死亡に伴う恩給

支給額の減少によるものであります。

次に、８ページをお願いいたします。

表の上から２段目 （目）高等学校管理費の不、
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用額が1,216万5,444円となっております。これ

は、県立高校38校等の一般運営費等の執行残で

あります。

次に、９ページをお願いいたします。

表の上から２段目 （目）特別支援学校費の不、

用額が208万204円となっております。これは、

特別支援学校13校の一般運営費の執行残であり

ます。

次に、10ページをお願いいたします。

表の上から３段目 （目）文教施設災害復旧費、

の不用額が1,715万8,317円、執行率が32.7％と

なっております。これは、台風などにより被害

を受けた教育施設等の災害復旧に要する経費の

執行残であります。

次に、11ページをお願いいたします。

ここからは特別会計になります。

、 。まず 県立学校実習事業特別会計であります

表の上から３段目 （目）高等学校管理費の不、

用額が6,306万9,356円、執行率が74.8％となっ

ております。主なものは、施設設備の修繕料の

。執行残や燃料費の節減等によるものであります

次に、12ページをお願いいたします。

育英資金特別会計であります。

表の上から３段目 （目）事務局費の不用額が12、

億4,409万6,185円、執行率が35.2％となってお

ります。主なものは、貸付予算額と実績額の差

額によるものなどであります。

次に、主要施策の成果についてであります。

資料が替わりまして、主要施策の成果に関す

る報告書、財務福利課のインデックスのとこ

ろ、352ページをお開きください。

２の未来を担う人財が育つ社会の（３）教育

を支える体制や環境の整備・充実についてであ

ります。

。主なものにつきまして御説明を申し上げます

。 、表の上のほうの維持管理であります これは

県立学校54校の老朽化対策工事や空調設備の整

備等を実施したものであります。これにより、

県立学校の普通教室の空調が完備されるなど、

教育環境の改善が図られたところであります。

次に、その下の育英資金貸与であります。

育英資金につきましては、一般育英資金

が1,931人 僻地育英資金が93人 合わせて2,024、 、

人に貸与したところであります。

今後とも、就学が困難な生徒への支援を推進

してまいります。

次に、353ページをお願いいたします。

学校職員健康づくり推進であります。

これは、教職員が能力を十分発揮できる環境

の整備を行うため、メンタルヘルス研修を609人

に実施したり、各種健康指導や健康相談事業を

行ったりしたものであります。今後とも、教職

。員の心身の健康管理の充実を図ってまいります

主要施策の成果につきましては以上でありま

す。

次に、監査委員の決算審査意見書についてで

あります。

お手元の令和元年度宮崎県歳入歳出決算審査

意見書の45ページをお願いいたします。

（ ） 。11 育英資金特別会計についてであります

ページの下のほうにあります意見・留意事項

等におきまして 「貸付金の償還促進については、

様々な対策が講じられており、収入未済額は前

年度に比べ減少している。今後も引き続き償還

促進についての努力が望まれる」という意見を

頂いております。

令和元年度は滞納未然防止の一層の強化を

行ったり、長期滞納者等に対して法的措置の実

施や回収困難な案件の弁護士委託などの対策を

講じたりしたところであります。
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こうした取組により、毎年5,000万円程度増加

していた収入未済額について、令和元年度は

約3,000万円の減少とすることができたところで

あります。

今後とも、新たな滞納の未然防止と収入未済

額の縮減に引き続き努めてまいりたいと考えて

おります。

財務福利課は以上でございます。

高校教育課分について御○押方高校教育課長

説明いたします。

お手元の決算特別委員会資料にお戻りいただ

きまして、高校教育課のインデックスのとこ

ろ、13ページをお願いいたします。

一番上の（款）教育費の欄でございますが、

高校教育課の予算額は39億1,718万1,000円で、

支出済額が33億8,084万3,256円、翌年度繰越額

が４億9,795万3,000円、不用額が3,838万4,744

円、執行率は99.0％となっております。このう

ち （目）の不用額が100万円以上のものについ、

て御説明申し上げます。

なお、執行率が90％未満の（目）はございま

せん。

まず、表の３行目、事務局費の不用額948

万9,202円であります。これは主に、授業料以外

の教育費に充当する奨学のための給付金に係る

実績額が見込みを下回ったことによる扶助費の

執行残であります。

次に、下の14ページを御覧ください。

表の１行目 教育指導費の不用額2,101万5,931、

円であります。主なものとしまして、職員の出

張等が見込みを下回ったことによる旅費及び

キャリア教育によるみやざきの次世代を担う人

財育成事業において、年度末に予定していた事

業が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より中止になったこと等による委託料の執行残

であります。

次に、同じページの表の中ほどより少し下の

高等学校総務費の不用額251万3,806円でありま

す。これは主に、入試問題作成事務に係る印刷

等の需用費の執行残であります。

次に、15ページをお開きください。

表の１行目 教育振興費の不用額は455万9,887、

円であります。主なものといたしまして、職業

、系高校生と企業をつなぐ人財育成事業において

校外実習で使用する消耗品費等の需用費及び校

外実習における外部指導者への報償費の執行残

であります。

次に、主要施策の成果についてであります。

お手元の主要施策の成果に関する報告書の高

校教育課のインデックスのところ、355ページを

お開きください。

２、未来を担う人財が育つ社会の（２）社会

を生き抜く基盤を培い、未来を担う人財を育む

教育の推進についてであります。

356ページをお開きください。

表の１段目、新規事業、県立高校を核とした

まち・ひと・しごと創生推進では コミュニティ、

ースクールを設置した県立高校５校において、

地元地域と協働し、その地域の課題等を探求す

。る学習モデルの研究に取り組んでまいりました

また、ひむか人財育成セミナーとして、宮崎

大学等と連携して開設した２つのコースに、延

べ1,119人の高校生の参加があり、本県の未来の

担い手育成に向けた取組を実施したところであ

ります。

次に、右の357ページを御覧ください。

表の３段目、新規事業、キャリア教育による

みやざきの次世代を担う人財育成では、教育研

修センターにキャリア教育コーディネーターを

５名配置し、県及び全市町村におけるキャリア
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教育推進体制の確立に努めております。

また、早い段階でのキャリア形成を推進する

ため、中高生が社会人や大学生との対話を行う

対話型動機付けキャリア教育プログラム「ひな

た場」の実施や、ビジネス現場を体験するジョ

。ブシャドウイングを実施したところであります

主要施策の成果につきましては、以上であり

ます。

なお、監査委員の決算審査意見書に関しまし

ては、特に報告すべき事項はございません。

、 。高校教育課からの説明は 以上でございます

義務教育課分について御○吉田義務教育課長

説明いたします。

、決算特別委員会資料にお戻りいただきまして

義務教育課のインデックスがあります16ページ

をお願いいたします。

一番上の教育費の欄でございますが、予算額

は9,659万円、支出済額が8,785万8,227円、不用

額が873万1,773円、執行率は91.0％です。この

うち （目）の不用額が100万円以上または執行、

。率が90％未満のものについて御説明いたします

表の５行目、教育指導費の不用額が867万984

円であります。これは主に、初任者研修におけ

る教職員に対する旅費、また同じく、教職員10

年経過研修等における教職員に対する旅費の実

績額が見込みを下回ったことによる執行残でご

ざいます。

、 。委員会資料につきましては 以上であります

次に、主要施策の成果についてであります。

主要施策の成果に関する報告書にお移りいた

だきまして、義務教育課のインデックスのあり

ます363ページをお願いいたします。

２、未来を担う人財が育つ社会の（２）にな

りますが、表の中の子供の学びを支える学力向

上推進について御説明いたします。

毎年４月に実施されます全国学力・学習状況

調査において、小、中学校ともに課題が見られ

ておりますことから、市町村教育委員会と連携

して学力向上に取り組むため、授業改善を目的

とした重点支援校50校を指定しまして、延べ175

回の重点支援訪問を実施いたしました。

さらに、本県独自のみやざき小中学校学習状

況調査を実施するとともに、集計システムによ

る分析を基に、学力アップ協議会を開催し、県

内の教諭等を対象に授業づくり研修会を実施い

たしました。

その結果、教員の課題を踏まえた授業改善へ

の意識の変容が見られるようになるとともに、

授業が分かると答えた児童生徒の割合も増えて

まいりました。

主要施策の成果につきましては、以上であり

ます。

なお、監査委員の決算審査意見書に関して、

特に報告すべき事項はありません。

義務教育課からは以上であります。

特別支援教育課でご○松田特別支援教育課長

ざいます。

、決算特別委員会資料にお戻りいただきまして

特別支援教育課のインデックスのところ、17ペ

ージをお開きください。

表の一番上の教育費の欄でございますが、予

算額は４億3,251万1,000円で、支出済額が４

億518万3,450円、不用額は2,732万7,550円、執

行率は93.7％です。このうち （目）の不用額、

が100万円以上のもの及び執行率が90％未満のも

のについて御説明いたします。

中ほど10段目 教育指導費の不用額484万5,523、

円についてであります。主なものは、特別支援

学校医療的ケア実施事業、県立高等学校生活支

援充実事業における看護師や介助員の報酬等の
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執行残であります。

次のページを御覧ください。

表の１段目、特別支援学校費の不用額2,202

万9,999円であります。これは主に、特別支援教

育就学奨励費事業における扶助費の執行残であ

ります。

次に、表の下から２段目、保健体育総務費の

執行率が75.5％であります。これは、要保護及

び準要保護児童生徒への医療費等の扶助費の実

績額が見込みを下回ったためであります。

続きまして、主要施策の成果についてであり

ます。

お手元の主要施策の成果に関する報告書の特

別支援教育課のインデックスのところ、367ペー

ジを御覧ください。

表の３段目、新規事業、夢×人×地域「社会

とつながる特別支援学校」推進事業についてで

あります。

、大学や医療機関等の専門家を活用することで

。教員の専門的指導力を高めることができました

また、幼稚部から高等部までの児童生徒等を

対象にした基本的生活習慣の評価表であります

ライフスキルチェック表及び障がいのある人の

働きやすい環境づくりや、障がいに応じた支援

の方法をまとめた「ともにはたらくガイドブッ

ク」の作成委員会を開催いたしました。

最後に、監査委員の決算審査意見書に関しま

しては、特に報告すべき事項はありません。

特別支援教育課の説明は以上でございます。

教職員課分につきまして御説○東教職員課長

明いたします。

決算特別委員会資料にお戻りいただき、教職

、 。員課のインデックス 19ページを御覧ください

（款）教育費の欄でありますが、予算額は926

億6,906万4,000円、支出済額は920億7,317

万4,714円、不用額は５億9,588万9,286円、執行

率は99.4％となっております。このうち （目）、

の不用額が100万円以上のものにつきまして御説

明いたします。

まず 目 教職員人事費の不用額が３億1,944、（ ）

万3,379円となっております。この不用額の主な

ものは、退職手当費の執行残であります。

次に、下から５段目の（項）小学校費 （目）、

教職員費の不用額が6,828万6,552円。

20ページを御覧ください。

上から２段目の（項）中学校費の（目）教職

員費の不用額が１億706万6,664円、中ほど８段

目の（目）高等学校総務費の不用額が6,357

万9,542円、下から５段目の（目）特別支援学校

。費の不用額が3,751万3,149円となっております

これらの不用額の主なものは、いずれも教職員

の給料及び職員手当等の執行残であります。

なお （目）の執行率が90％未満のものはござ、

いません。

続きまして、主要施策の成果についてであり

ます。

主要施策の成果に関する報告書の教職員課の

インデックス、369ページを御覧ください。

２、未来を担う人財が育つ社会の（３）教育

を支える体制や環境の整備・充実についてであ

ります。

まず、表の１番目にあります、学び続ける教

職員のキャリア形成推進でございます。

令和元年度は、他の教員の模範となるスーパ

ーティーチャーを17人委嘱し、授業公開や各種

研修会等により教員の授業力向上に取り組んだ

ところであります。

また、教員を希望する学生や講師等を対象と

した宮崎教師道場の実施などを通して、養成期

における人材の実践力向上を図ったところでご
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ざいます。

次に、表の２番目にあります新規事業、スク

ール・サポート・スタッフ配置でございます。

教員の事務負担軽減の効果を検証するため、

令和元年度は、小学校16校、中学校14校、計30

校にスクール・サポート・スタッフを配置した

ところでございますが、平成30年度との勤務時

間比較が可能な学校15校中12校、80％に当たり

ますが、その学校で時間外業務時間の縮減が図

られたところであります。

また 教職員への意識調査においても スタッ、 、

フの配置により 「授業を中心とした教育活動に、

専念できる環境づくりが進んでいる」と感じて

いる教職員が増加していることから、児童生徒

と向き合う時間の確保につながったものと考え

ております。

最後に、監査委員の決算審査意見書に関して

は、特に報告すべき事項はございません。

教職員課は以上でございます。

生涯学習課でございます。○新生涯学習課長

、決算特別委員会資料にお戻りいただきまして

生涯学習課のインデックスのところ、21ページ

をお開きください。

一番上の（款）教育費の欄でありますが、生

涯学習課の予算額は５億6,963万3,000円、支出

済額は５億6,193万4,765円 不用額は769万8,235、

円、執行率は98.6％となっております。このう

ち （目）の不用額が100万円以上のものにつき、

まして御説明いたします。

まず、21ページの上から３段目 （目）社会教、

育総務費の不用額は271万8,862円となっており

ます。主なものは、各事業の研修講師に対する

謝金の執行残や職員旅費の節減等による旅費の

執行残及び課内の消耗品等の需用費の執行残で

あります。

次に、22ページを御覧ください。

目 図書館費の不用額は249万4,674円となっ（ ）

ております。主なものは、県立図書館における

職員旅費の節減等による旅費の執行残や光熱水

費等の需用費の執行残であります。

次に、23ページをお開きください。

目 美術館費の不用額は248万4,699円となっ（ ）

ております。主なものは、県立美術館における

臨時休館に伴う監視員等の賃金の執行残や光熱

水費等の需用費の執行残であります。

なお （目）の執行率が90％未満のものは該当、

がございません。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

お手元の主要施策の成果に関する報告書の生

涯学習課のインデックスのところ、371ページを

お開きください。

２、未来を担う人財が育つ社会の（１）県民

が生涯を通じて学び、教育に参画する社会づく

りの推進についてであります。

改善事業、みやざき家庭教育サポート推進で

は、リーフレット等での周知・広報によるみや

ざき家庭教育サポートプログラムの普及や、ト

レーナー養成の研修による人材育成を図りまし

た。この取組により、当プログラムを活用した

講座が136講座実施されました。

、みやざき地域学校パートナーシップ推進では

地域学校協働活動事業等の３つの補助事業を行

い、地域全体で子供の学びを支援するための体

制整備の充実を図りました。

また、学校と地域の連携・協働を県内全域に

普及するため、県民総ぐるみ教育推進研修会を

県内７地区で実施いたしました。

次に、375ページをお開きください。

３、文化・スポーツに親しむ社会の（１）文
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化の振興についてであります。

表の２段目、改善事業、旅する美術館・わく

わくアート（タビビ）では、日南市と綾町を会

場に、県立美術館の収蔵品の展示と解説、美術

作家によるワークショップなどを実施し、県民

が気軽に本物の美術作品に触れる機会や創作体

験、美術作家との交流ができる場の提供に努め

ました。

主要施策の成果につきましては、以上でござ

います。

なお、監査委員の決算審査意見書に関して特

に報告すべき事項はありません。

生涯学習課の説明は以上でございます。

スポーツ振興課分を○押川スポーツ振興課長

御説明いたします。

決算特別委員会資料のスポーツ振興課のイン

、 。デックスのところ 24ページをお開きください

一番上の（款）教育費の欄でございますが、

予算額は10億150万2,000円、支出済額は９

億2,365万964円、不用額は7,785万1,036円、執

行率は92.2％であります。このうち （目）の不、

用額が100万円以上のもの及び執行率が90％未満

のものにつきまして御説明いたします。

24ページの上から３段目 （目）保健体育総務、

費の不用額は7,000万7,396円、執行率は88.3％

であります。この不用額の主なものにつきまし

ては、負担金・補助及び交付金でありまして、

日本スポーツ振興センター共済給付金に係る執

行残でございます。

続きまして、25ページの上から１段目を御覧

ください。

（目）体育振興費の不用額が772万5,130円で

あります。主なものにつきましては、上から５

、 、段目の旅費228万1,781円でありますが これは

国民体育大会派遣費等に係る執行残でございま

す。

続きまして、下から６段目の負担金・補助及

び交付金392万4,694円でありますが、これは、

国体選手強化事業につきまして、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため、３月に開催予定で

、ありました選抜大会が中止となったことにより

大会派遣旅費等が不要となったこと等によるも

のでございます。

続きまして、主要施策の成果についてでござ

います。

主要施策の成果に関する資料のスポーツ振興

課のインデックスのところ、377ページをお開き

ください。

主なものにつきまして御説明いたします。

１ページめくっていただきまして、378ページ

の３、文化・スポーツに親しむ社会の（２）ス

ポーツの推進についてですが、まず、下の表の

３番目にあります改善事業、みやざきの子ども

体力アップ支援事業では、全公立学校で体力向

上プランを作成し、体力向上の計画的な取組を

推進するなど、児童生徒の体力向上に努めまし

た。

続きまして、380ページを御覧ください。

表の１番目にあります改善事業、世界へはば

たけ！宮崎ワールドアスリート発掘・育成プロ

ジェクトでは、在籍しますアスリート生に対し

まして様々な育成プログラムを実施し、資質向

上に努めました。

また、次年度４月から活動を始める５期生と

して 県内の小学校４年生と５年生 合わせて244、 、

名のオーディションを行い、27名を認定しまし

た。本事業を終了しました高校１年生がＪＯＣ

ジュニアオリンピックカップ大会で優勝するな

ど、一定の成果も残しております。

続きまして、表の一番下にあります、スポー
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ツで人が輝く元気な宮崎に！スポーツ習慣化 推※

進事業では、生涯スポーツの推進を図る研修会

や1130県民運動の啓発を図る出前講座の実施等

により、県民がスポーツに親しむ機会づくりに

努めました。

最後に、監査委員の決算審査意見書に関しま

しては、特に報告すべき事項はございません。

スポーツ振興課は以上でございます。

続きまして、昨年度末で組織改正が行われま

した高校総体推進課の決算状況につきまして、

スポーツ振興課で御説明いたします。

、決算特別委員会資料にお戻りいただきまして

高校総体推進課のインデックスのところ、26ペ

ージをお開きください。

一番上の（款）教育費の欄でございますが、

予算額は３億1,595万6,000円、支出済額は３

億1,569万4,434円、不用額は26万1,566円、執行

率は99.9％であります。

なお、目の不用額が100万円以上のもの、執行

率が90％未満のものはございません。

続きまして、主要施策の成果についてでござ

います。

主要施策の成果に関する報告書の高校総体推

進課のインデックスのところ、383ページをお開

きください。

表にあります全国高等学校総合体育大会開催

準備事業は、令和元年度全国高等学校総合体育

大会開催に向けた準備としまして、実行委員会

総会、各種専門委員会を合計10回開催し、事業

計画や予算の審議、各専門事項に係る大会準備

や事業報告等を行いました。

大会期間中には、５市１町におきまして９競

、 、 、技が開催され 期間中は 選手・監督等9,395人

観客につきましては延べ11万1,900人の参加があ

り、本県を含む４県で開催されました南部九州

総体全体での上位入賞者数は、団体９競技12種

目、個人12競技31種目となり、本県で開催しま

した９競技を中心に活躍をしました。

また、大会期間中には、役員・補助員6,648人

が各競技における競技・運営に携わり、大会を

成功に導くことができました。

そのほか、広報・啓発活動として、高校生の

企画・運営によりますイベントでのＰＲ活動や

ラッピングバスの運行、各種広報物の作成・配

布等により大会機運の醸成を図ることができま

した。

最後に、監査委員の決算審査意見書に関しま

しては、特に報告すべき事項はございません。

高校総体推進課の説明は以上でございます。

文化財課について御説明い○ 木文化財課長籾

たします。

、決算特別委員会資料にお戻りいただきまして

文化財課のインデックスのところ、27ページを

お開きください。

一番上 （款）教育費の欄でありますが、令和、

元年度の文化財課の一般会計予算額は４億5,325

万9,000円、支出済額は４億4,731万5,276円、不

用額は594万3,724円、執行率は98.7％となって

おります。このうち （目）の不用額が100万円、

以上のものについて御説明いたします。

同じ27ページの上から３段目 （目）文化財保、

。護費の不用額が407万7,595円となっております

主なものとしましては、西都原古墳群調査整備

に係る工事請負費の執行残や職員旅費の執行残

などであります。

次に、28ページを御覧ください。

一番上の段 目 総合博物館費の不用額が186、（ ）

万6,129円となっております。主なものとしまし

ては、西都原考古博物館の施設管理に関する執

※34ページに訂正発言あり
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行残や職員旅費の執行残などであります。

なお （目）の執行率で90％未満のものはござ、

いません。

次に、主要施策の成果についてであります。

お手元の主要施策の成果に関する報告書をお

願いします。

文化財課のインデックスのところ、384ページ

をお開きください。

３、文化・スポーツに親しむ社会の（１）文

化の振興についてであります。主なものについ

て御説明いたします。

まず、表の上から２番目にあります、神楽の

ユネスコ無形文化遺産！県民応援であります。

この事業は、神楽のユネスコ無形文化遺産登

録を目指して、県内の保存団体への聞き取りな

どの現地調査や映像等による記録保存を行う演

目調査を進めるとともに、九州の神楽ネットワ

ーク協議会を開催し、九州各県の国指定保存団

体との連携強化を図ったところであります。

次に、385ページをお開きください。

表の一番上にあります 世界遺産を目指して！、

みやざきの古墳魅力向上であります。

この事業は、世界文化遺産登録に向け、古墳

群の特徴や歴史的景観を評価するための調査研

究を行うとともに、宮崎の古墳群への県民の理

解を深めるための普及啓発に取り組むものであ

ります。

令和元年度は、類似遺跡との比較調査や関係

、 、する市・町との勉強会等を行うとともに 生目

西都原、新田原、持田の古墳群に関するパンフ

レットの作成や大型商業施設での情報発信に取

り組んだところであります。

次に、その下にあります、博物館がやってく

る！文化財活用推進であります。

この事業は、総合博物館、埋蔵文化財センタ

ーが県内各地に出向き、収蔵資料や地域の文化

財を活用した展示、講座等を実施するものであ

り、それぞれ 「どこでも博物館 「埋文セレ、 」、

クション」として合わせて県内７会場で実施す

ることにより、文化財に触れる機会の充実に努

めたところであります。

主要施策の成果については、以上でございま

す。

なお、監査委員の決算審査意見書に関しまし

て特に報告すべき事項はありません。

文化財課は以上でございます。

人権同和教育課につ○島㟢人権同和教育課長

いて御説明いたします。

決算特別委員会資料の人権同和教育課のイン

、 。デックスのところ 29ページをお開きください

一番上の（款）教育費の欄でございますが、

予算額は9,929万6,000円で、支出済額が9,636

万142円、不用額が293万5,858円、執行率は97％

です。このうち （目）の不用額が100万円以上、

のものについて御説明いたします。

表の中ほどの（目）教育指導費の不用額が234

万6,405円となっております。主なものは、スク

ールカウンセラー及びスクールソーシャルワー

カーの活動旅費やスクールソーシャルワーカー

事業における市町への補助金の額の確定に伴う

執行残であります。

なお （目）の執行率で90％未満のものはござ、

いません。

次に、主要施策の成果についてであります。

主要施策の成果に関する報告書の人権同和教

育課のインデックスのところ、389ページをお願

いいたします。

（３）教育を支える体制や環境の整備・充実

についてであります。

まず、表の２段目、改善事業、チーム学校の
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実現に向けた教育相談体制支援では、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーな

どの専門スタッフを公立学校に配置、派遣する

、 、体制を充実させることで いじめや不登校など

学校だけでは解決が困難な事案への支援を強化

いたしました。

次に、390ページをお開きください。

表の１段目、新規事業、いじめの未然防止推

進では、いじめの未然防止に関する取組推進校

において、７月第１週の宮崎県いのちの教育週

間を中心に、生徒が主体となったいじめの未然

防止に取り組み、いじめに向き合う態度の育成

を行いました。

また、推進校として指定した中学校７校の中

から選出しました代表校１校が、文部科学省主

催のいじめ問題子供サミットに参加しました。

全国から参加した学校との情報共有や意見交換

の内容についてリーフレットを作成し、県内の

全学校に周知することで、いじめの未然防止に

関する意識を啓発することができました。

主要施策の成果につきましては、以上であり

ます。

なお、監査委員の決算審査意見書に関しまし

て特に報告すべき事項はございません。

説明は以上でございます。

。○岩切主査 執行部の説明が終了いたしました

ここで、委員の皆様にお諮りします。

質疑につきましては、明日の10時から行いた

いと思いますが、いかがでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

御異議ないようですので、明日午○岩切主査

前10時の再開としまして、本日の委員会日程は

終了とさせていただきます。

午後３時55分散会
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午前９時57分再開

出席委員（７人）

主 査 岩 切 達 哉

副 主 査 内 田 理 佐

委 員 原 正 三蓬

委 員 中 野 一 則

委 員 二 見 康 之

委 員 日 高 博 之

委 員 渡 辺 創

欠 席 委 員（なし）

委員外委員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 日 隈 俊 郎

副 教 育 長 黒 木 淳一郎

教 育 次 長
工 藤 康 成

（教育政策担当）

教 育 次 長
黒 木 貴

（教育振興担当）

川 北 正 文教 育 政 策 課 長

財 務 福 利 課 長 四 位 久 光

育 英 資 金 室 長 山 崎 博 文

高 校 教 育 課 長 押 方 修

義 務 教 育 課 長 吉 田 英 明

特別支援教育課長 松 田 律 子

教 職 員 課 長 東 宏太朗

生 涯 学 習 課 長 新 純一郎

スポーツ振興課長 押 川 幸 廣

文 化 財 課 長 木 郁 朗籾

㟢 善真理人権同和教育課長 島

図 書 館 長 中 原 光 晴

美 術 館 副 館 長 安 部 博 己

総 合 博 物 館 長 黒 木 義 博

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 藤 村 正

政策調査課副主幹 前 野 陽 子

分科会を再開いたします。○岩切主査

執行部の説明は終了しております。委員から

の質疑に入る前に、昨日の執行部からの説明に

ついて訂正の申出がありましたので、発言を求

めます。

スポーツ振興課でご○押川スポーツ振興課長

ざいます。昨日の説明につきまして、訂正を１

点させていただきたいと思います。

主要施策の成果に関する報告書でございます

が、スポーツ振興課のインデックスのところ

の380ページでございます。表の一番下 「スポ、

ーツで人が輝く元気な宮崎に！スポーツ習慣化

促進事業 でございますが 昨日の説明では ス」 、 「

ポーツ習慣化推進事業」と誤って説明をしてお

りました。大変申し訳ございません。おわびを

しまして訂正をさせていただきます。

訂正は以上です。○岩切主査

これより質疑に入りますが、効率的に審査を

行いたいと思いますので、項目や各課に関連す

る質問がないか確認しながら進めてまいりたい

と思います。御協力をお願いします。

、 。それでは 委員の皆様からの質疑を求めます

財務福利課にお伺いをしたいと思○渡辺委員

います。育英資金の特別会計の関係ですが、委

員会資料の12ページのところですけれども、昨

日の御説明の中で、事務局費の貸付金のところ

ですが、予算額は18億8,000万円ほど組んであり

令和２年10月１日(木)
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ますけれども、実際の支出済額は６億4,000万円

という、おおむねこのぐらいの規模にとどまっ

ているわけですが すみません、自分で調べ―

ればよかったんですけど、昨年度の決算や、近

年の決算でも同じような数字の推移なのかどう

、 。かを まず確認させていただけますでしょうか

近年の傾向でございます○山崎育英資金室長

が、平成28年度ぐらいまでは、不用学がそこま

で出ておりませんでした。平成29年度ぐらいか

ら、貸与額と戻ってくる額のバランスで、戻っ

てくる額のほうが多くなってきております。そ

ういう関係で、年々不用額が増えてきていると

いう傾向になっております。

それならば、この予算額と支出済○渡辺委員

額のところの数字の比較というのは、このぐら

い貸付けで使う原資を用意したけれども、返済

されているお金の返り方のところも絡んでくる

ので、あまり単純にその数字の理解をしたらい

。けないというふうに受け止めたらいいんですか

この不用額そのものの説○山崎育英資金室長

明をさせていただいたほうが分かりよいかと思

います。12ページの下から３行目の不用額につ

いてですが、育英資金のほとんどがこの貸付金

で占めております。この表のとおり、不用額と

いうのは歳出予算額から支出済額を引いた残り

ということになっております。支出済額は対応

ニーズに応えた実績値でございます。つまり、

こういう関係になっているのは、歳出予算額が

かなり大きくなっているということが原因にな

ります。

歳出予算額がなぜ大きくなっているかに関し

ましては、歳入となります返還額と、昨年度か

、 、らの繰越金 この合計が約20億円ございまして

予算編成上、歳入に歳出額を合わせる必要がご

ざいます。そのため18億8,000万円余の歳出予算

を組ませていただいたということで、数字のか

らくり的にこういう不用額になっているという

ことでございます。

分かりました。それは特別会計と○渡辺委員

、しては悪いことじゃないと思うんですけれども

繰越しがそれだけの規模であるから、ここは数

字としてはこういうふうにならざるを得ない仕

組みだと理解をすればいいわけですね。

もう一点、数字の調整としては、そういうこ

とだと理解したんですが、支出済額は実績値で

あると考えた場合に、奨学金の利用を希望して

、 、いる家庭に対しては 額は分かるわけですけど

今どのぐらいの率で、どのぐらいの方々にどう

いう貸付けをしている状態になっていると理解

したらいいんでしょうか。

現状では手が挙がった人○山崎育英資金室長

の中で審査いたします。そこで決定をした後に

辞退される方もいらっしゃいますが、その部分

を引いて、実際に最後まで手を挙げ続けた方に

対しては約95％の貸出しをしております。残る

５％は、審査の中で家計を見ているんですが、

家計基準よりも収入が多い世帯だけが落ちてい

るという状況になっております。

95％の率で貸し出せているという○渡辺委員

ことは、ニーズがある分に対してはかなり対応

できていることだと理解したいと思います。

あと、もしかしたら資料があるかもしれませ

んけど、今、貸付けを受けている人数と、あと

返済の期間中にある方々の実数は、どこかに出

ていましたか。現時点で、直近の数字があれば

と思うんですけれども。

令和元年度末現在になり○山崎育英資金室長

ますが、返していただかないといけない方が１
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万4,362名おります。

返していただかないといけない方○渡辺委員

というのは、今返済中と今借りている人たちも

含めてという理解でいいんですか。

いえ、現状返還していた○山崎育英資金室長

だいている方になります。今高校に在学の方は

返還が将来になりますので含んでおりません。

今、受けている学生さんというの○渡辺委員

は、どのぐらいの人数がいるというのは分かり

ますか。

令和元年度は2,024名でご○山崎育英資金室長

ざいます。

よく分かったところですが、先ほ○渡辺委員

どの、実際に申請があったところでは95％貸し

ているということも含めて、今この県の育英資

金の事業としては、数もそれなりの数になって

いるわけですので、十分に効果を上げていると

いうか、必要な人のところに十分な貸付けが行

われていると理解していいでしょうか。ちょっ

と抽象的な聞き方で恐縮ですけれども。

今おっしゃったとおり、○山崎育英資金室長

資金不足によって貸すことができないという事

態は現状全くございません。ニーズに応えられ

ているのではないかと考えております。

もう一点だけ、構造はよく分かっ○渡辺委員

たところですので、例えばコロナがあって、家

計の状況も今後いろんなことも考えられる状況

で、この特別会計の能力としては、まだ貸付け

を受けたいという家庭、子供たちが増えた場合

には、将来的な返還の見通し等も含めて考えた

ときに、まだ対応を広げていく余力が現況とし

てあると受け止めていていいのか。それがもう

少し、あと何割増ぐらいまでのところなら、こ

の特別会計としての対応が可能だというような

認識なのか、その辺を伺えればと思います。

12ページの不用額が、次○山崎育英資金室長

年度に持ち越しが可能ということになります。

現状は高校の実質無償化が始まり、大学でも同

じように分厚く就学支援がなされている、そし

て少子化も併せて進行している。この辺を併せ

ると、現状の余力としては十分にあるのではな

いかというふうに考えております。

分かりました。○渡辺委員

育英資金でございましたが、財務○岩切主査

福利課に関連して御質疑がありましたら、この

際、皆様からお出しいただきたいんですが。

確認です。354ページのところにあ○二見委員

る状況では、平成27年度から令和元年度に向け

て1,600人ぐらい減っているわけなんですけれど

も、この間の高校の無償化とか、そういったも

のの影響でこれだけ減っているという認識なん

でしょうか。その辺の現状というか理由が分か

れば教えていただきたいんですが。

先ほどの御質問とも少し○山崎育英資金室長

つながってくるとは考えておりますが、現状で

は昨年度末からコロナがありましたけれども、

その前までで考えると、やはり景気が回復傾向

にあって、そして借りる必要がない方というの

が一定割合、前よりも増えてきているのではな

いかということ。

それから、やはり先ほどの答弁と同じような

ことになりますけれども、ほかの就学支援制度

が充実してきていることも、借りたい人が減る

要因になっているのではないかというふうに見

ております。

分かりました。○二見委員

委員会資料の７ページ、参考のた○ 原委員蓬

めに教えてください。恩給及び退職年金費とい
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うのがあります これは何か年金の制度が変わっ。

―て、旧制度でお支払をされている方の年金

議員年金が廃止になって県に移行して云々と同

じようなことかなと思うんだけど この仕組、

みと現状、どのぐらいの方たちが、受給されて

いるのかを教えてください。

恩給及び退職年金でござ○四位財務福利課長

いますけれども、恩給というのは、まず地方公

務員法の施行前から勤務して、切れ目なく17年

以上勤続された方に対し、今は年金と言ってい

ますが、地方公務員共済組合法の施行前までで

お辞めになった方、つまりその制度がないとき

にお辞めになった方について支給されるもので

ございます。

退職年金につきましては、途中、戦中戦後の

混乱期に一度お辞めになったりして、もう一度

復職された方などが対象になってくるというこ

とで、基本的には同じもの。国の制度と退職年

金条例という制度の違いはございますが、基本

的には同じ考え方によるものになりまして、現

在、その人数が29人です。これは御本人と、そ

れから御本人が扶養しておられた御家族を合わ

せて29人となっておりまして、もちろん御高齢

に伴って死亡により年々支給者は減っていくと

いう形になっております。

これは財源は全額県費ですか、そ○ 原委員蓬

れとも国から補助があるんですかね。

調べさせていただいてよ○四位財務福利課長

ろしいでしょうか。全額県費だったと思います

が確認します。

後でいいです。○ 原委員蓬

では、確認をお願いして、ほかの○岩切主査

財務福利課に関連する御質問があれば承りたい

と存じますが、いかがでしょうか。

今の財源の話ですが、前の答弁で○中野委員

は全額県費と記憶しているんですがね。

失礼しました。全額県費○四位財務福利課長

でございます。

よろしいですか。○岩切主査

ほかに財務福利課に関連して、御質疑があれ

ば承りたいと存じますけれども。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、他の項目に関して御質疑を○岩切主査

賜りたいと存じます。

教育政策課ですけれども、今回、○二見委員

教育政策課の主要施策ということで、テレビ教

育広報で2,500円万余の「みらい・みやざきまな

び隊 「のびよ！みやざきっ子」の事業のこと」、

について書いてあるわけなんですが、どういう

番組をつくられたかを昨日あの後見させても

らって、様々な分野についての番組をつくられ

ているんだなというのは分かりました。

ただ、主要施策の事業ということで考えたと

きに、教育政策課として一番大事なところはこ

の教育研修センターのところじゃないかなと思

。 、うんです ここの話が全くなかったというのは

やっぱり前から申し上げるように先生方のスキ

ルアップとか、ましてやこれからのデジタル化

等を踏まえると、この教育研修センターの役割

は非常にウエートが大きいところであり、各種

事業もされているんだと思います。3,500万円ほ

、どの委託とか事業もされているじゃないですか

そういったところの中身がやっぱり一番重要な

んじゃないかと思うんですが。今回これが主要

施策の中に入っていないのは、どういうことな

のかという疑問があることと、やはりこの教育

研修センターを１年間運営してきた中でのそれ

ぞれの事業評価もあってしかるべきだと思うん
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です、決算としては。そこ辺をどのようにお考

えなんでしょうか。

御指摘にもございました○川北教育政策課長

教育研修センターの果たす役割は、非常に重要

であると認識いたしております。今回、掲載は

しておりませんが、私どもとしてはＩＣＴ含め

て非常に重要な部署であり、今後ますます充実

。させていかなければならないと考えております

じゃあ、事業で出てこないのはど○二見委員

ういう理由なんでしょうか。施策じゃない。

申し訳ございません。以○川北教育政策課長

後しっかり対応していきたいと思います。その

点は申し訳ございませんでした。

決算のときに 今までこれはなかっ○二見委員 、

たんですかね。ここの研修センターの内容につ

いては。

今まで掲載はしてきてお○川北教育政策課長

りません。

今後の意見として、今申し上げた○二見委員

ことに近いんですけれども、今回コロナがあっ

て、大きなＩＴへの転換とかデジタル化という

のもある中で、やはり先生方のデジタルを使っ

た教育指導法とかの研修も今後充実させていか

なければならない。

、 、これまでも それぞれ教育課題の中において

本県の学力向上という大きな目的に対して、全

国の中でなかなか伸び悩んでいるというのも、

子供たちのレベルが低いからなのか、それとも

指導者なのか、先生方のスキルなのか、どちら

もうまく合わないと、よくならないんだろうな

と思うんです。

しかしながら、有名な塾講師のところに行け

ば伸びるとか、そういうものを考えれば、やは

り先生方のスキルアップが一番重要なポイント

であって本県の真核ですよね、核の中の核なん

じゃないのかなと思いますので。ぜひ今後、１

年に１回しかない決算の時期でありますので、

総括的なものであって、次年度に向けてどう取

り組んでいくのかというところの重要なポイン

トですから、そこのところも踏まえて今後対応

していただければなと思っております。

御指摘いただきましたの○川北教育政策課長

で、それを踏まえまして、来年度以降しっかり

と実績のほうに反映させていただきたいという

ふうに考えております。

教育政策課に関連して御質疑があ○岩切主査

れば。

すみません、ちょっと後学のため○渡辺委員

にも教えていただきたいんですが、今、主要施

策のところで取り上げている広報番組の関係で

すけど、成果のところで２段落目にも書いてあ

りますが、楠並木ちゃんねるでの放送も始めた

ということで、これは本会議でも指摘をしてき

ましたが、せっかくコストをかけてつくってい

るので、二次利用ができるようにしないともっ

たいないと受け止めていただいて始めていただ

いたというふうに理解をしています。ただ、当

初議論をするときに二次利用に関して、若干番

組のつくり直しとか著作権がかかっている音楽

を外すとか、テレビ局の対応が一部いる可能性

があるので、そこについて少しコストがかかる

、かもという話があったと記憶しているんですが

、実際これは年度途中で何か采配があったりとか

新年度の予算を組むに当たって、そういうこと

を含めて考えたときに予算額が少し変動してい

るとか、そういう経過があったのかなかったの

か、そこはもともとの予算内で処理ができてい

るのか、その辺を教えていただければと思いま
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す。

多分、渡辺委員がおっしゃって○日隈教育長

いるところは 総合政策部のほうでこれまでずっ、

と議論してきたところかと思います。本会議の

渡辺委員からの御質問も何度かいただいて、県

全体で二次利用について、窓口は秘書広報課で

対応してきているところかと思います。

、それぞれ地元民間放送局２社と話合いをして

手直しの部分について、具体的に料金云々とい

うのは出てきておりませんけれども、要は二次

利用の取扱いについては協議を進めてきている

ものと思います。

したがって、その結果、多少落とすところ、

加えるよりは落とすというところになりますの

で、負担云々というところは余りないのかなと

いうふうに考えております。

ありがとうございます、よく理解○渡辺委員

できました。二次利用可能になってからＳＮＳ

等でも必要な部分のシェア等、教育委員会でも

いろいろされていますけれども、大変効果のあ

る取組だと思っていますので、引き続き頑張っ

ていただきたいと思います。

教育政策課に関連して御質疑はあ○岩切主査

りますか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、ほかに質疑はございません○岩切主査

でしょうか。

財務福利課にお尋ねしますが、こ○中野委員

のメンタルヘルス研修の609人はメンタル的にい

ろいろ問題のあった方の研修なんですか、それ

とも一般的にこういう研修を受けた方の数なん

ですか。

教職員などを対象といた○四位財務福利課長

しました一般的なメンタルヘルスの研修という

ことになります。

メンタル的にいろいろ問題のあっ○中野委員

た人に対する研修というのは、特別にはないわ

けですね。

心のほうに負担を感じて○四位財務福利課長

おられるような、そういった方に対するケアと

いたしましては、研修というよりも相談事業と

いったような形で個別に対応させていただいて

いるところでございます。

今 そういう方がどのぐらいいらっ○中野委員 、

しゃるんですか。

353ページで申しますと、○四位財務福利課長

臨床心理士の方にお願いして相談事業をしてお

りますが、その相談件数が12件、それから教職

員相談室ということで教職員の経験のある方に

お願いして相談事業をやっていますが、その件

数が84件ということで、負担を感じているとき

に、好きなときに対応できるように窓口を広げ

てやっているところです。

メンタルヘルス関係で、過去いろ○中野委員

いろとかなり問題になったことがあったんです

よね。最近は過去からすると大分減っているん

ですか、そういう方たちは。教育上、あまり差

し支えのない状態の人数なんですか。

そうですね。例えば相談○四位財務福利課長

件数で申しますと、減少しているということで

はなくて、一定数同じような人数で推移してお

、 、りますので 厳しいストレスの続く社会の中で

やはり一定数の方は苦しんでおられるところも

あるかというふうには思いますが、それを顕在

化させないためにも こういった相談事業を使っ、

て一次予防というんですけれども、悪くなる前

に自覚していただくような、そういった活動を

やっているところです。
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メンタルダウンのことにつき○東教職員課長

ましては、休職者数で見ますと、昨年度が全休

職者が111名、そのうち64名、57.7％が精神疾患

等による休職者でございます。この数につきま

しては、おおむね一定数を維持したままで50％

以上の割合で推移しているところであります。

財務福利課に関連して、職員の健○岩切主査

康問題に関連してよろしいですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、他の項目、課に関して、御○岩切主査

質疑があればお願いします。

担当は教職員課でしょうか。去年○ 原委員蓬

１年間の退職者は何名だったのかと、その退職

理由、今の健康メンタルヘルスと関わるわけで

すけど、定年退職、途中退職、その辺の内訳を

教えてもらうといいんですが。

昨年度の正規職員の退職者○東教職員課長

が426名でございます。その内訳は定年退職者

、 、 、が314名 勧奨退職者が68名 普通退職者が33名

そして死亡退職をされた方が11名であります。

勧奨退職と普通退職の違いを教え○ 原委員蓬

てください。

この２つについては、希望さ○東教職員課長

れて本人が退職される者のうち２つに分かれて

いくものでございますが、勧奨退職に当たる条

件が４つございます。一つは25年以上教職を勤

続した者、それと50歳以上で10年以上の教職経

験をした者、そして市町村教育委員会の教育長

に途中でなられた者、それと県の教育長が希望

退職と認めた者、この４つに当たるものが勧奨

退職でありまして、それ以外の途中で御結婚を

されて退職されたりというのを普通退職と呼ん

でおります。

教育長に転身したりというのは分○ 原委員蓬

かるんですけど、25年オーバーあるいは50歳オ

ーバーで10年お勤めになったのを、勧奨という

ことはあなたは辞めなさいと誰かが勧めるとい

うことですか。制度としてちゃんと知っておき

たいんですが。勧奨でしょう、勧めるわけです

よね。教育長は当然のこととして、あともう一

つ、県の教育長が認めた者というのは、何か

ちょっと分かりづらいんだけど。

勧奨というのは、おっしゃる○東教職員課長

とおり勧めるということにはなっているんです

が、教職員の希望退職調査をした上で、それに

該当する者について勧奨した場合は、特別な優

遇措置がございますので、その分を退職手当に

プラスして対応しているということでございま

す。

その勧奨することの意味というの○ 原委員蓬

は、言葉は妥当じゃないかもしれませんが、人

事の刷新を図るとか新陳代謝をよくするとか、

何かそういう意味もあるんでしょうか。スター

トは希望ということだけど。

勧奨退職の目的については、○東教職員課長

教職員の新陳代謝を促進するということでござ

います。

これは本当は財務福利課なのかも○ 原委員蓬

しれませんが 大体これだけの方がお辞めになっ、

て、退職金というのは総額でおおむねどれぐら

。 、いになるんですか たしか県全体で30億円とか

毎年そんなものかなと、大まかなところでつか

んでいますけど。

正規職員426名、そして臨時的○東教職員課長

任用職員1,700名余りがお辞めになります。その

総額で89億3,000万円を退職手当として支給して

おります。

確認です。約90億円ということで○ 原委員蓬
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すね。

そのとおりであります。○東教職員課長

あと１件だけ。死亡退職をされた○ 原委員蓬

方が11名いらっしゃいますよね。これは病気で

すか、それとも中には何かの事故というのがあ

るのでしょうか。その内訳を教えてください。

病気の方が大変多いですが、○東教職員課長

中には自分からという方もいらっしゃるようで

あります。

それは自死という意味ですか。○ 原委員蓬

はい、そうであります。○東教職員課長

県の教育長が途中で辞める場合は○日高委員

何退職になるんですか。念のため。さっき何か

言いましたよね。

すみません、確認いたし○川北教育政策課長

ます。しばらくお待ちください。

私にかかわらず、知事を含め、○日隈教育長

特別職の場合の取扱いは辞職だけですので、そ

れに基づいて在職月数に係数を掛けて、退職手

当を支給することになっています。それも１期

ごとということで、従前、黒木知事の頃は通算

で何期かが終わったところでという取扱いがあ

りましたけれども、諸般の事情がありましたの

で、１期ごとにお支払いすることになっており

ます。在職した月数を基準に給料月額掛ける月

数掛ける係数と。係数が知事が割と高くて、私

ども特別職のほうがちょっと低いというような

計算になっております。

よく分かりました。○日高委員

ちょっと聞き漏れていました。そ○ 原委員蓬

の426名の退職の中で、確かに退職ではあるけれ

ども、退職金をもらえなかった人というのはい

るんですか 例えば不祥事とかいろいろあるじゃ。

ないですか、問題があって。

今回の数は退職手当を支給し○東教職員課長

た者で、懲戒免職処分になった者については退

職手当を支給しておりませんので、この中には

含まれておりません。

そういう方たちが何名いたんで○ 原委員蓬

しょうか。

過去５年間で10名いらっしゃ○東教職員課長

います。昨年度は３名が懲戒免職になっており

ます。

３名。分かりました。○ 原委員蓬

さっき死亡退職者が11人、そのう○中野委員

ち自死がおられるということでしたが、人数を

教えていただきたいと思います。

それと、自死した理由が分かれば、それも教

えてください。

今ここに持ち合わせておりま○東教職員課長

せんので、後で報告をしたいと思います。

委員会の間で情報がいただけます○岩切主査

か。

人数も分からないの。○中野委員

すぐに調べて報告したいと思○東教職員課長

います。

よろしくお願いします。では続い○岩切主査

て。よろしいですか、それだけで。

はい。○中野委員

教職員課長にお尋ねしますが、冒○岩切主査

頭の質問がメンタルヘルスに関連して退職をさ

れた方というお話から話が拡大したんですけれ

ども、そういう精神的な病気、休職などから退

職に至った方は把握していますか。

途中で退職された方について○東教職員課長

は、退職願につきましては一身上の都合という

ことで提出をしていただいております。ですか

ら、その中にそのことが主な理由であるのか、
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家族等の状況であるのかまでは明確にお聞きし

ていないのが実情でありますので、精神疾患が

理由だろうということでしか、こちらとしては

把握をしておりません。

事情は分かりましたが、健康対策○岩切主査

上、メンタルヘルス 精神疾患等でお辞めに─

なる方の数が、この数あるということを把握し

ないと対策のしようがないんじゃないかと思う

んですが、実態としては数は持っているけれど

もという事情でよろしいんでしょうか。

、 。○東教職員課長 はい そのとおりであります

ありがとうございました。○岩切主査

教職員課、メンタルヘルスの流れからの質疑

ですが、何かほかに関連してございますか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、他の項目、課に関して御質○岩切主査

疑があればよろしくお願いします。

、○渡辺委員 人権同和教育課にお伺いしますが

主要施策の報告書389ページのチーム学校の関係

で、スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーの配置について記載がありますけれ

ども、基本的なところで改めて確認させていた

だきたいんですが、スクールカウンセラーは何

をしている方々で、スクールソーシャルワーカ

ーは何をしている方々か、もう一回定義を教え

ていただけませんでしょうか。

大まかに言えば、ス○島㟢人権同和教育課長

クールカウンセラーは心のケアということで心

理的ケアをする方、スクールソーシャルワーカ

。ーは社会福祉に関するケアをする方になります

分かりました。予算額を見ると、○渡辺委員

令和元年度よりも令和２年度のほうが少し増え

ていますが、これは配置が充実をされたという

理解でいいでしょうか。

スクールカウンセラ○島㟢人権同和教育課長

ーのほうにつきましては、若干名増えておりま

す。スクールソーシャルワーカーのほうについ

ても、若干名になりますけれども、増員したと

いうことであります。

方向性を確認したいと思うんです○渡辺委員

が、現状として両方の制度とも、今後、学校現

場にこういう方々がたくさん配置されていくこ

とが望ましいという認識の上で もちろん予―

算の制限はあるでしょうから急に一気にという

わけにはいかないでしょうけれども、できるだ

け積み上げて、さらなる充実を数として図って

いきたいというのが基本的な姿勢であると理解

していいですか。

予算面の関係、それ○島㟢人権同和教育課長

から実態、それから要望といったものを、総合

的に勘案しまして、基本的には増員に向けて努

力してまいりたいと 方向性についてはおっしゃ、

るとおりです。

あと現場の実態として教えていた○渡辺委員

だきたいんですが、県警本部の事業の中でスク

ールサポーターという制度があって、警察官Ｏ

Ｂの人たちがブロックを分けて配置されている

という制度ですが、扱っているものは厳密に言

えば違うのかもしれませんけれども、例えば不

登校やいじめの傾向がいろんな形に発展してい

くようなこともあり得なくはないだろうという

ふうに想像しますが、現場レベルでこういう先

生方もそうでしょうし、スクールカウンセラー

やスクールソーシャルワーカーの方々と警察本

部が配置をしているスクールサポーターは、ど

ういう形で連携して 理屈は分かるんですけ―

れども、どんな場合に有機的にこういういろい

ろ生徒たちを支える仕組みが機能しているのか
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をイメージができたらと思うのですが、いかが

でしょうか。

県警との連携につき○島㟢人権同和教育課長

ましては、日頃から直接話を進めるなど、いろ

んな連携ができるところはないかということで

協議を進めているところです。事案によりまし

ては、スクールサポーターを交えてのケース会

議とかそういったことも開いており、県警とし

ての専門的知識がいろんな事案の解決に向かう

一助となっている状況がございます。

警察本部の資料によると、スクー○渡辺委員

ルサポーターの方々は、年間4,787回学校との情

報交換をしていると言っているので、それなり

の頻度という気もするんですけれども、問題が

、何もないという学校もあるだろうと思いますが

そこは密接に日常的にやり取りが学校単位であ

ると受け止めていていいんでしょうか。

地区ごとにスクール○島㟢人権同和教育課長

サポーターが配置されておりまして、学校の求

め、それから我々に相談があったことに関して

県警スクールサポーターに応援を要請して行っ

ていただくといったことも含めまして、そのよ

うな数になっているというふうに捉えていただ

ければと考えております。

関連で、もう一問。390ページにあ○渡辺委員

る全国いじめ問題子供サミットに県内の中学生

が参加して、順番が逆かもしれませんが、行っ

たものを持ち帰るのか、宮崎県内で話し合った

ものを持っていくというか、全国に行ったのか

ちょっと記憶が定かではありませんが、そうい

う形で子供たちが自らいじめの問題等について

考えていくという、初めての取組が昨年度行わ

れたということですけれども、ここについてど

のような成果があったと受け止めているかをお

伺いできればと思います。

この事業を進めたこ○島㟢人権同和教育課長

とで、全国サミットに行った中学校もありまし

て、そのことをまた実践例として各学校に広め

て、各学校のいじめ未然防止の取組について考

えていただく契機としたということがございま

す。

子供たちが自分たちの世界の中で○渡辺委員

起きているいじめの問題を自発的に考えて解決

していこうと。多分、学校現場でもいろいろ行

われているんだと思いますが、とても大事な取

組だと思いますので、ぜひ引き続き御奮闘いた

だきたいと思います。

人権同和教育課に関連して、御質○岩切主査

疑があればいただきたいと思いますが、よろし

いですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、他の課、また項目に関して○岩切主査

御質疑があればいただきたいと思います。

高校教育課にお伺いしたいのです○二見委員

が、356ページの新規事業、県立高校を核とした

まち・ひと・しごと創生推進事業について、今

回５校のモデル校ということで事業化されてい

ますが、まず５校がどこか教えていただけます

か。

この５校の選定につきま○押方高校教育課長

しては、市町村に１校しかない高校ということ

で、高千穂高校、門川高校、本庄高校、福島高

校、飯野高校の５校であります。

今回、中身的にはどのようなこと○二見委員

に取り組んでこられたのか。359ページにちょっ

と書いてはあるんですけれども、具体的に教え

ていただけないでしょうか。

幾つかの事業がありまし○押方高校教育課長
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て、一つはコミュニティ・スクール化というこ

とで、今はまだ評議員制度というのがあるんで

すが、学校を運営する運営委員を10名ほど、地

域から学校の経営に参画できるというコミュニ

ティ・スクール化の学校に指定したということ

が一つあります。そして、指定した学校の取組

を発表する会を企画したところでございました

が、その発表する場がコロナ禍において現在中

止になりました。

もう一つは、ＩＣＴを用いたまちづくりラボ

という言い方をしているんですが、昨年度、本

庄高校の一室にＩＣＴ機器を準備して、地域の

方も来て使えるとか、地域に開かれた学校づく

りの事業等をやっております。

先ほどの５校は、全部普通科にな○二見委員

るんですか。

高千穂高校は普通科も産○押方高校教育課長

業系もございます。門川高校は総合学科という

学科、本庄高校も総合学科、福島高校は普通科

でありますが、中に商業系の系列を持っており

ます。飯野高校につきましては、普通科と家庭

科系の生活文化科を持っておりまして、重ねて

になりますけれども、選定に当たっては１市町

１校の学校をまず選定して、これからもできる

限り広げていきたいという考えを持っておりま

す。

今後の小中学校も地域とともにと○二見委員

いうことで、運営協議会等にされていて、今回

高校のほうでもこういう事業をされて地域とと

もにある。やはり学校についての考え方という

のはニーズだと思うんですよね。人数だけでは

なくて、そこのニーズに合ったものを、特に今

普通科は、いわゆる校区を撤廃して、宮崎県内

の場合はどこにでも行けるような状況になって

いると思うんです。

この間お話もしていた国が出している、いわ

ゆるスクールポリシーを重視していくというよ

うな方向性がある中で、今回この運営協議会の

モデル事業というのは、そことうまく連携して

いたのかどうか、発表のタイムラグもあるので

分からないんですけれども。そこ辺を見据えた

。中での今回の事業だったということなんですか

国のほうも高等学校の魅○押方高校教育課長

力づくりも踏まえまして、また地域の核となる

高等学校ということで、地域との関わりを大き

くしていこうという動きもございまして、その

事業も含めて本県で高等学校のコミュニティ・

スクール化を徐々に実施しているところでござ

います。

小中学校まで歩いていく、自転車○二見委員

で行く。中学校の場合はもう電車で行ったりと

、 、か 小学校もあるかもしれないんですけれども

一つは移動の範囲が大分広がりましたよね、高

校の場合は特に。私も朝５時半に起きて、駅に

行って通学している子供たちの話を聞くと、本

当に頭が下がる思いで、それだけよく努力して

頑張っているなと。毎日のことですからね、月

曜から金曜まで。

そういう子供たちがいるんだということであ

るならば、高校の場合は、もちろん市町村との

かちっとしたネットワークも必要なんでしょう

けど、やっぱりそこに限られていていいのかな

と。先ほども申し上げたように、普通科も撤廃

しているわけですよね、どこにでも行くことが

できるように。基本は地元なんでしょうけれど

も。そういったいろんな地域、ほかのところか

らのニーズも引き寄せていけるようなものが、

今後の高校には必要になってくるんじゃないか
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なと。

普通科にしても、学際融合に地域課題解決型

のという３つのモデルを大きく出してきている

中で、それぞれをどのように配置していくかと

かですよね。大きな方針を決めていかなければ

ならない時期になっているんだろうなというと

ころで、こういうモデル研究をされて、そこ辺

の課題がしっかり分析されて、本県の均衡ある

発展につなげていかなければならないと思うん

ですよ。

学校があることによって、地域の活力になっ

ているのは間違いないんですよね。やっぱりそ

こが核になって、そこから次の社会人へつなげ

ていくという道筋になるものですから、その辺

もしっかりと踏まえた上で、今後の高校施策に

、つなげていってほしいなと思っておりますので

これは何か御意見があればお聞かせいただきた

い。

、○押方高校教育課長 委員のおっしゃるとおり

しっかり今回のこの事業の検証と、また地域に

おける、そこにある学校の魅力やまたニーズに

応じて、しっかり今後全県的な視野で考えてい

きたいと思っております。

同じ高校教育課で、別の分野にな○二見委員

るんですけど、スーパーサイエンスハイスクー

ル並びにスーパーグローバルハイスクールにつ

いて。スーパーグローバルハイスクールは、最

初たしか五ヶ瀬中等教育学校だったような気が

したんですけど、今は宮崎大宮高校になってい

るということで、全体的な本県の学力の向上に

ついて諸課題があることは認識しているんです

が。

しかし、こういう指定校を受けて取り組んだ

ことによって、全体の偏差値は変わらなくても

学校自体のレベルが 要するに全国レベルで戦っ、

ていけるかどうかが非常に大きなポイントに

なってくるんですが、そこ辺の効果というのは

何か見られているんですか。

まず、スーパーグローバ○押方高校教育課長

ルハイスクールにつきましては、実は昨年度ま

でで一応事業が終了いたしました。当初は五ヶ

瀬中等教育学校が指定を受けたり、あと宮崎大

宮高校が受けたりしていましたが、宮崎大宮高

校はＷＷＬという新しい事業に転換、五ヶ瀬中

等教育学校は地域と共働したという事業に転換

したところです。

、 、委員御指摘の各学校の学力アップとか 教育

学びの充実につながっているのかということで

すが、３年間の事業を終えた段階で細かな検証

はしておりませんけれども、新しい学び、これ

からの時代の生徒、人材を育成するための発表

等を見ておりますと、非常に高いレベルで発表

等をしていますので、それをまた全県的に広げ

るとか、他の学校にも普及していきたいと考え

ております。

そういったときに非常に大事に○二見委員

なってくるのが、宮崎県は非常に広域で人口は

少なく、密度が低い中で、他県に比べて運営効

率が悪いと言えると思うんです。そういった中

で、限られた資源は、公立学校だけじゃなく私

立学校も含めてのことだと思います。私立学校

ともうまく連携されながら学校運営をされてい

るんだと思うんですが 本当にこれからこういっ、

た地域拠点となるものを考えていったときに、

公立学校だけで担うのではなくて、私立学校と

うまく連携して、どの分野をどこが担っていく

のかを、よくよく考えてバランスを取っていく

ことも必要じゃないかと。
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今、保護者の人たちの話を聞いていると、宮

崎県のレベル、現状のレベルだけじゃなくて、

もっと高く考えている人たちは、どうしても県

外に流れていく傾向があって、一つはこれをい

かに県内にとどめることができるかは大きな課

題だと思います。

学力だけじゃないとはいえ、じゃあ負け続け

ていていいのか。そこには宮崎としてのプライ

ドというか、そこに甘んじることなく、あくま

、 、でも一歩でも高くいって 隣の鹿児島とか熊本

長崎、福岡とかの大きな学校というか、強いと

ころに引っ張られないような、そういうモデル

というかプランを確立していく必要があるん

じゃないかと思うんですが、その辺について、

いかがお考えでしょうか。

委員御指摘のとおり、私○押方高校教育課長

立高校もすばらしい教育をしている課程もござ

いますので、そことの連携とか、もしくは協力

できることは進めていきたいというふうに考え

ております。

また、その地域に必要とされる学校、学力も

しっかり鍛えていく学校、高いレベルで目指し

ている学校というのは、拠点等も含めながら全

。県的な配置も考えていきたいと思っております

質問じゃないですけれども、意見○二見委員

として。いろんな人材を育てられるということ

は、産業人材においても教育環境のレベルの高

さが、やっぱり産業人材の確保につながるとい

うところも踏まえて、県内のレベル、そして他

県、九州とか全国とかのレベルも考えて、プラ

ンをしっかり考えてほしいと思っておりますの

で、よろしくお願いします。

高校教育課に関連して御質疑があ○岩切主査

れば承ります。特に高校教育課でないですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

先ほど自死者についての御質○東教職員課長

問がございましたが、申し訳ありません、昨年

度の11名の死亡退職者の中に自死者はございま

せんでした。ただ、過去５年間では５名の自死

者を抱えております。原因は不明ということで

報告を受けておりますが、そのうち１名は精神

疾患等による休職者が含まれておりました。

今のに関連して。最近、全国的に○中野委員

自死する人、自殺する人がかなり減ってきまし

たからね。一頃、県庁内でも、これは公安委員

会、教育委員会含めて10人近くいた時代もあっ

たんですよ。昨年ゼロということであれば、非

常によい流れだなと思います。しかし５年間で

５人ですからね、特にさっきはメンタルヘルス

研修云々とあったり、またいろいろとこの相談

室での相談もあったりしたようですが、この鬱

病というのは治りかけたときが非常に危険とい

うか自殺する率が高いということを、あるドク

。 、ターから聞いたことがあるんですよ ですから

メンタルのケアについては、いつも完全に治る

までケアをしていただきたいなと思っているん

です。このゼロがずっと続くように願っていま

す。

、 。○ 原委員蓬 関連して 大事な人の命ですから

この前、新聞にもありましたし、個人的にもそ

うじゃないかなと懸念していたのは、有名な芸

能人の自殺が多いんですよね。あれだけ華やか

なところでスポットライト浴びていて、何があ

るんだろうというようなこともあるわけで、こ

の影響力も大変大きいのではないか。

大人もさることながら、子供に対する影響が

非常に大きいのではないかなと懸念するわけで

ありまして。そういう先生方のメンタルヘルス
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もさることながら、子供たちに悪影響が出ない

ような配慮を どう配慮すればいいかという―

のも難しいかもしれないけれども、そういう有

名な俳優、憧れの人が死ぬことで何か自殺する

。 、ことが美化されてしまう そうならないように

どこが担当かわかりませんけれども、これはも

う全ての学校で注意していただかないと、そう

いうブームみたいなものが起きるんじゃないか

と、ふと心配するので、この際ですからお願い

しておきたいと思います。お答え、御意見があ

れば。

今、御指摘いただい○島㟢人権同和教育課長

たようなことの対応としまして、児童生徒の相

談窓口の拡充ということで、24時間ダイヤルの

開設だとか、あるいは子供たちがインターネッ

、ト上でそういった悩みを相談できる目安箱など

様々な対策を取りながら未然防止に力を入れて

まいりたいと考えております。

他の課、項目に関して質疑があれ○岩切主査

ば、お願いします。

別の質問で１件だけ、スポーツ振○ 原委員蓬

。 、興課に 元気のある質問をしたいと思いますが

やっぱり体が強くないと、どうも子供たちは元

気が出ないわけで、378ページのみやざきの子ど

も体力アップ支援です。

宮崎県の子供たちは全国の子供たちの平均に

比べて体力があるのか、ないのか。時折報道が

あっていますけれども、一時は非常に体力があ

るという報道があり、中には種目というか、も

のによっては体力がないとか。総じて今の子供

たちは、あんまり外で遊ばないので体力がない

というような報道がされているように思います

が、本県の場合は、この事業の現状と取組がど

ういう成果をもたらしたのかをお知らせいただ

きたい。

全国の児童生徒と本○押川スポーツ振興課長

県の児童生徒の体力の状況につきましては、小

学校５年生と中学校２年生を対象にして全国調

査が行われております。

小学校５年生男子につきましては、８種目あ

ります。そのうちの６種目が全国平均を上回っ

ております。

また、小学校５年生の女子につきましては、

同じ８種目のうち半分の４種目になっておりま

す。ただ、全国的な順位を見ますと、中盤より

も上の状況になっております。

また、中学校２年生ですけれども、中学生は

９種目ございます。中学校２年生の男子は９種

目中８種目が全国平均を上回っております。

また、女子につきましては、９種目中６種目

が全国平均を上回っておりますので、全体を見

まして本県の児童生徒につきましては、全国平

均よりも上回っているということが言えるので

はないかと考えております。

ということは、上回っていないも○ 原委員蓬

のについて強化をしていく必要がありますね。

どういうものが下回っているんですか。

本県の児童生徒の状○押川スポーツ振興課長

況でいきますと、握力、それからボール投げ、

このあたりが全国よりも若干落ちる部分もござ

いますので、現在はこの握力やボール投げの体

力を向上できるような取組を 各学校で体力―

向上プラン等を作成しますが、そこの重点内容

として取り組んでいただいているところでござ

います。

全国平均に比べて非常にいいもの○ 原委員蓬

は何ですか。

小学５年生につきま○押川スポーツ振興課長
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しては、反復横跳びが結構いい状況ですので、

瞬発力というところあたりは大変いいのではな

いかと思います。

また、中学校２年生の状況を見ますと、シャ

トルランと言いまして、繰り返し走っていく競

技があるんですけれども、これは持久力を見る

んですが、このあたりはいい数値が出ておりま

す。そういうところでございます。

分かりました 「山坂達者」という○ 原委員蓬 。

言葉もありますけど、フットワークがいいのか

なということであるかと思いますが、これは将

来的な競技力向上だとか、スポーツ振興にも関

わることですから、非常に基礎体力をつけると

、 、いうか 将来社会人になって仕事をする上でも

まず健康、体力ですから、それがないと仕事が

できない、社会生活もできないわけであります

ので、ぜひ全てが全国平均を上回ってトップリ

ーダーになれるように、宮崎県の子供たちはと

にかく体力はすごいんだと、運動されているん

だとなれるように、ぜひお願いします。７年先

のビッグイベントに向けても、これがジュニア

のアストリートの育成にもつながるんだという

ことで、ぜひ強くお願いしておきます。

御意見ありがとうご○押川スポーツ振興課長

ざいます。現在各学校の取組に加えまして、小

学校に体育専科教員の配置、また中学校、高等

、学校に体育振興指導教員を配置しておりますが

こういった体育の専門家を小学校に派遣して体

育の授業の充実等を図っておりますので、また

そういった取組もさらに進めながら、やはり小

学校レベルからしっかりと子供たちに基礎体力

をつけていくことは重要な課題であると思いま

すので、取り組んでまいりたいと思います。

ただ、今年度のコロナ禍において、やはり体

力の状況は大変心配でございます。これからや

はり各学校の状況等もしっかり把握しながら、

次年度の取組について検討を進めてまいりたい

というふうに考えております。

今日は質問しないつもりで来たん○日高委員

ですけど、思い出したものですから。質問にな

るのかアドバイスなのか、アドバイスでしょう

ね、多分。この体力とか子供の実力をどう上げ

ていくかというのは、当然これは先を見据えれ

ば、国スポまで関係してくる話でもあると思う

んですね。専門委員とか、いろんな強化の人を

集めて、どんどん教えて、技術を習得させるん

だというところだと思うんですね。その１歩目

が子供の体力アップ事業も含めたいろんな取組

だと思うんです。

オリックス・バファローズという球団があり

ますけど、ここはコーチが教えないんです。何

で教えないか。結局プロの選手でも、意識が低

い選手は、合同練習が終わると、あとは時間が

空きます。普通キャンプだったら３時ぐらいで

終わるんです。その後は自由でいいですよと。

あとは帰って遊んでもいい、自主トレをしても

いいと。基本的に教えないんです。自分で学ぶ

しかないわけです。

じゃあ、自分がどういうパフォーマンスを発

揮して、どういうところが弱いか、そこをどう

補いながら、どういうトレーニングが必要か。

そうすれば、どういうパフォーマンスができる

かを自分で考える必要があるんです。だから何

で教えないかというと、考える力を備えると。

そうなってくると、自主的にその力が生まれて

くれば、１軍に上がっていっても、もう自分で

自分のことが分かるんです。でも、そこに気づ

かない選手は私みたいに脱落して。
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だから、やはり自分で子供のうちから考える

力、それは幾らすばらしいコーチが何しようと

、 、いうことよりも これを無意識のまま学ばせる

その考える力をしっかり生み出す。基本的に私

たちも含めて、スポーツだけじゃなくて、練習

はメニューがありますから、このメニューをや

りなさい、やらされている、言ってみれば指示

待ちですよね。これじゃ駄目だと、自分でやっ

ぱり新しいことを考えて、自分の弱いところ、

自分の悪いところをやって、そこをしっかりと

、 、補って 自分で考えてやるんだというところは

野球に限らず、社会人としても絶対にこれは大

変重要な話だと思うんです。

ですから、学校教育の中で、体力アップ事業

にかかわらず、宮崎県の教育はそういった教育

を目指していってもらえれば、ガラッと変わっ

てくるのかなと。この意識をどう植え付けるか

は、先生たちの能力次第にもなってくるのかな

と思います。これは引き離すわけですから、一

つは。自分からはい上がって、考える力をどう

学ばせるか、本当にこれは難しいですよ、すご

く難しい。

、 、そこも含めて しっかりと教育委員会として

これとはちょっとぶれましたけど その辺もやっ、

。 。てください 考える力をよろしくお願いします

答弁は要りません。

、 、○岩切主査 では スポーツ振興課に関連して

何か御質疑が他の委員でありましたらお願いし

たます。

大変大事な指摘だと思います。そ○二見委員

の中で、戻して申し訳ないんですけれども、国

体選手強化の中で、中学校、高校とか、それぞ

れの選手支援をされていらっしゃっているとい

うことで、していることはいいことだと思って

いるんですけれども、その後、例えばこのまま

ほかのところに流れていくのか、進路はそれぞ

れに任せっきりなのか、アフターフォローを何

か考えているのか。その辺の取組状況があるの

かどうか教えていただけないでしょうか。

要するに県内からいなくなったら、この時期

では国スポ選手強化じゃないんですよね。やっ

ぱりいかに県内に定着させるかだと思うんです

よ。

現在、少年競技力向○押川スポーツ振興課長

上に関する取組は、複数行っております。特に

トップアストリートにつきましては、ワールド

アストリート発掘育成プロジェクトで進めてお

りますが、その中ではやはり本県で開催される

国民スポーツ大会の選手として活躍するという

ところを一つの目標に掲げながら 選手にもしっ、

かりとその意識を今、植え付けているところで

ございます。

また、各中学校や高校で競技力向上を進めて

おりますが、やはり各指導者の考え方もござい

ますし、中には私立高校の強化指定校もござい

ます。そういったところも含めて、チーム宮崎

として、この国民スポーツ大会に向けてしっか

りと取り組んでいくというスタンスを県内で共

有することが大事だと思いますので、その辺り

につきましては、各機会を捉えて、こちらから

もしっかりとお話をしていきたいと考えている

ところでございます。

チーム宮崎はいいんですけど、今○二見委員

度はそれをいかに具体的に進めているかという

ところが重要で、例えば個人競技であれば、県

内のどこかに残ってもらえれば、それでやって

いける環境があればいいと思いますけれども、

例えば複数人の競技になってきたときに、やっ
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ぱりそういうチームをつくらないといけないわ

けですよね。例えば宮崎銀行の駅伝部とか、あ

れだけの人数を確保できる企業であれば、まだ

そこで社会人としてやっていけるんだと思うん

ですけど、なかなかそれだけの人材を確保でき

ない企業とかがあった場合に、例えばメンバー

がそれぞれのいろいろな会社に勤めながらも、

国スポに向けて、アフター５ではスポーツに精

を出すというか、そういう環境が必要だと思う

んですよね。

商工観光労働部か福祉保健部かで、ライフワ

ークバランス、働き方支援の宣言の企業とかも

募っているじゃないですか やはり仕事だけじゃ。

、 、なくて その後のプライベートの時間の充実は

どういうものがいいのか。スポーツを一生懸命

頑張りたい人たちは、仕事をする年代になって

も仕事プラススポーツをやりたい。そこを自分

でどんどん高めていきたいという人たちもいる

と思うんです。いろんなところのスターを集め

て一つのスポーツをつくるような環境づくり、

そういったものは教育の分野だけじゃなくて、

、 、商工観光労働部だったり 総合政策部だったり

その辺をやっぱり一つにまとめていくような作

業が必要なんじゃないかと。

県外に流れていっている産業人材をいかに地

域に残すかという鍵も、この国スポの中には一

つポイントとして残っているんだと思うんです

よね。その辺についてもしっかり、チーム宮崎

としての具体的な取組をぜひ出していっていた

だきたいなと思っております。これは個人的な

意見ですので。もし何かあれば。

目先はアフター国スポというこ○日隈教育長

とであるんですけれども、ただ本県が抱えてい

る一番の問題は人口問題であり、また住む人に

とっては健康年齢を引き上げていくことがあり

ますので、やはりこのスポーツという分野も大

変重要な分野だろうと考えています。

人口問題で言えば、例えばサーフィンとか新

しい豊かさということで、宮崎で暮らしていく

ところにスポーツも入れてやっていく方法であ

るとか、あるいは今回の国スポの対策の中で、

企業にも一部 今度、野崎漬物株式会社に女―

子ソフトボール部ができました。また、二見委

員がおっしゃったように宮崎銀行で女子駅伝部

をつくっていただいたというような分野もあり

ますので、できるだけそういう分野も含めて企

業にも努力していただく、あるいは地域ごとに

もやっていただく。

、 、また プロチームではテゲバジャーロ宮崎が

今度Ｊ３に昇格を目指すということで そのジュ、

ニアチームのアンダー23をつくられる。その子

供たちは県外からも呼び込んで、宮崎の某私立

学校のほうに在籍させるというやり方も含めて

やってきているところです。

スポーツの魅力あるいはスポーツをする、Ｄ

Ｏですね。そしてそれを見ることも含めて、ス

ポーツも活用しながら、この宮崎で暮らしてい

くことを主眼に置きながら、県民全体も健康増

進の意味も含めてスポーツに親しんでいく、そ

ういった形のものがアフター国民スポーツ大会

、 。で 宮崎が目指す姿なのかなと考えております

また、順位についても、一遍にまた40位台に

落とすということではなくて、やはりスポーツ

の盛んな宮崎ですので、 原委員からありまし蓬

たとおり後々もそういったものが生かせるよう

にということで考えていくべきだと思います。

宮崎の強みやポテンシャル、晴天日が多いであ

るとか温暖であるとか、気候がいいことや環境
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のいいところも含めて考えると、このスポーツ

ランドという宮崎の強みを生かしながら、それ

をまた自分たちの豊かさにつなげていく形で、

活用していく必要があると思いますので、これ

からいろんな政策の中には、一つのキーワード

として取り込んでいきたいと考えております。

教育長がおっしゃったところが、○二見委員

恐らく総合政策部が報告していくことになるの

かなと思うので、国スポまで 2027年にもう─

決定したんですかね。そこに向けて、その都度

これだけ宮崎県内の環境が出来上がったという

経過報告が聞いていけると、宮崎県全体として

の機運も上がっていくでしょうから、本当に期

待しておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

社会人アストリート○押川スポーツ振興課長

の雇用支援として、本年度からですけれども、

現在本課に社会人アストリート等就労支援専門

員を配置しまして、現在各企業を訪問して、本

県の競技力向上の取組についての御理解をいた

だきながら、就職等について協力をいただきた

いということで今お話をさせていただいている

ところであります。

やはり各企業等厳しい状況の中でも、国民ス

ポーツ大会に向けて何かしらの協力はしたいと

いうような御意見は頂いておりますので、そう

いったことを繰り返しながら、トップアスリー

トを本県で雇用できるような体制をしっかりと

整えていきたいと考えているところでございま

す。

先ほど教育長から二見委員への答○日高委員

弁がありました。スポーツランドの強みを生か

していくというポテンシャルも、当然宮崎県の

場合は歴史もあるなと。でありますけど、宮崎

県全体を考えると、あれもこれも、これもあれ

もで、強みがあれば、それに特化してとんがっ

た政策をすればいいのにという気がするんです

よ。当然文化芸術とかも大事で分かるんですけ

ど、じゃあ、それが同列かというと、宮崎県の

特徴を考えると違うわけで。

教育長は、今後また活躍されていければ、そ

こら辺を考えて宮崎県の、やっぱりこれなんだ

というところにして。それでキャンプがありま

すよね。すみません、ちょっと話が飛ぶけど、

コロナでキャンプがどうなるか分からない状況

じゃないですか、来年どうなのかと。宮崎はた

だどうなるかともう待っているだけで、球団が

どういうあれかだけ。自ら、来てください、宮

崎はこういうふうにコロナ対策はしっかりでき

て、他県よりもすばらしいですよというものを

つくり上げてアピールする、これが何でできな

いのかと。できてないですよね、スポーツ。あ

れもこれもしないといけないみたいなことをし

ているからですよ。それは重要なことだと思う

んですね。

いつも都市計画だとか、総合政策、観光スポ

ーツランドとか何とかだったり、どこか分から

ないような状況で。設備がどうだ、施設が、球

団がどうのこうのばっかり言っているけど、自

分からつくり上げていってほしいんですよ。そ

れは庁議があるわけですから、教育長からしっ

かりスポーツを所管しているところから発言し

てやってくれませんかね、そういう発信を。

決算審査の分科会を継続させてい○岩切主査

ただきたいと思いますので、委員の皆様の御協

力をよろしくお願いいたします。

スポーツ振興課に関連する御質疑がありまし

たらいただきたいと思いますが、いかがでしょ
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うか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、他の課、項目に関連して御○岩切主査

質疑があればいただきたいと思います。

報告書の372ページ、県民にとっ○内田副主査

て大事な神話の部分を質問させていただきたい

と思いますが、神話の源流みやざき「語り部」

養成・活用推進事業についてです。

この養成講座を受講された人数が延べ111人と

なっておりますが、この養成講座の内容につい

て、まず聞かせていただきたいと思います。

神話の源流みやざき語り部養○中原図書館長

成の活用推進事業でございますけれども、そも

そも古事記の編さん1300年を契機としまして、

宮崎県内の風土ですとか、文化、神話をまとめ

た冊子を平成24年に作成して、県内の学校です

とか地域等に配布し、県民の郷土への認識と伝

承を目的とした取組を始めたところでございま

す。

その中で、その冊子等に、いろんな古事記に

まつわる、あるいは風土に関する部分の文章な

り物語がございまして、それをみんなで読み合

わせですとか学ぶといった内容の講座をここ数

年続けてきたところでございます。

これにつきましては、県内で演劇をされる方

ですとか、あるいは声優といった仕事をされる

方を講師に招きまして、令和元年度は門川町と

三股町、それぞれの町立図書館で各４回の講座

を開いたところでございます。

その講座で学んだことを、実演会ということ

で、今度は地元の皆さんなりに図書館を舞台に

してお披露目をするといったところでございま

して、最終的にはここで学んだことを来年度予

定されております国文祭での実演を目指してス

キルアップということで取り組んでいるところ

でございます。

、○内田副主査 門川町と三股町で講座をされて

声優さんとか舞台に出られる影響力がある方々

に、この宮崎の神話を発信するということで、

来年の国文祭につながっていくということで期

待はしているところです。

ただ、私、本会議で神話の質問を昨年の６

月、12月、また今年の６月にもさせていただい

ていまして、内容は日向神話であったり、宮崎

県の県史のほうに霧島説、鹿児島のほうの説が

大事に取り扱われているというのはどうなのか

なと、一遍見直しをしてほしいなというような

質問もさせていただきました。今ちょうど図書

館のほうで神話の企画展が行われていますが、

高千穂、延岡、日向で神話の研究会というのが

立ち上がっていまして、また記紀編さんの実行

委員会というのも古事記編さんのときから立ち

上がっていて、そこで活動されている方々が、

その企画展を見られて何か残念に思ったと。残

念だったというようなお話で相談があったんで

す 私も見に行かせていただきましたら ちょっ。 、

と偏り過ぎているんじゃないかなと思ったんで

すね。

今回の企画展の内容が、昨年度の養成講座の

神話のストーリーを占めているような内容であ

れば、私は宮崎県民としてちょっとストーリー

的にどうかなと思ったりもするんですけど。今

回の図書館の企画展のストーリーと同じような

。内容の講座だったのかを教えていただけますか

厳密にそこのリンクといいま○中原図書館長

すか検証を行った上で、今やっております企画

展をやっているわけではございません。今やっ

ております企画展につきましては、古事記なり
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日本書紀等のレプリカでございますけれども、

それを所蔵していると。それを皆さんに御披露

、 、しながら 中にある記述を忠実にといいますか

解説しながらパネルを並べているところでござ

います。

おっしゃるような偏りといったところにつき

ましては、私ども図書館の学芸員が恣意的にス

トーリーを書いているといったふうな認識はし

ていないところでございますけれども おっしゃ、

いますとおり、いろんな受け取り方をされる方

がいらっしゃると思います。今の御指摘を受け

止めまして、再度そこを十分考えながら、これ

からまた展示なり講座なりを進めてまいりたい

と考えております。

なお 「語り部」の講座につきましては、内容、

は物語風なものでございまして、それを専門の

先生が、語りの方法なりスキルを一般の受講者

の方に教えて、それを地域の皆さんなりいろん

なところで面白く御披露できるように、そのス

キルを学ぶといった部分が大きくございます。

私、本当に県民に誇りを持って○内田副主査

いただきたいなと。天皇家のふるさとはこの宮

崎なんだよというところを、図書館とか教育の

場で、宮崎県は先進的にされているというとこ

ろの取組にはすごく感動しておりました。

ただ、今回の展示の中に、この日向神話の舞

台が日向になった理由が、薩摩のほうの隼人の

制圧をしらしめるためということで断言されて

、 、いる文章を読んで ちょっとがっかりしたのと

神話ゆかりの地が展示されて説明されている中

に、天孫降臨の地として高千穂が書かれていな

かったり 延岡で言えば出会いの聖地は１つじゃ、

なくて、２つ、３つという説があってもいいと

思って、どこを否定するものでもないんですけ

れども、延岡もこんなに取り組んでいるのに、

出会いの聖地としても書かれていなくて、御陵

墓の参考地も書かれていないのは、やっぱり県

、内全部網羅したものを展示していただかないと

県北の方々はそれを見てがっかりする。

去年のこの取組の中でも同じようなことが

あっているのであれば、知事は神話の取組につ

いて、今後新しいスタートとして記紀編さん

の1400年に向けてスタートしたいというような

こともおっしゃっていますので、できれば県内

を網羅されたものをしっかりと教育の場から入

れていっていただかないと、鹿児島説、霧島説

のほうだけクローズアップされると、海幸、山

幸まで否定されることになってしまいます。鹿

児島は出会いの聖地もお船出も鹿児島だと言っ

ているのに、私は宮崎だと思っているから、で

きれば西臼杵説もしっかりと説明を入れていた

、 。だかないと やっぱり偏っているなと思います

先日、日本書紀編さんの1300年シンポジウム

というのが開かれていまして、千葉大学の名誉

教授の三浦佑之さんがシンポジウムの中でおっ

しゃっているんですけど、ちょっと長くなって

申し訳ないんですが、日向神話に薩摩藩の影響

ということで 「薩摩・長州藩を中心とする新明、

治政府にとって、自分たちの存在を保障する場

所が日向の土地だった。日向はもともと南九州

の広い地を指す名称で、宮崎ではなく鹿児島で

あるという認識を薩摩の人たちは主張した。日

向三代の神の３つの墓を鹿児島に見つけ出した

が、ほとんどの根拠はないと思う。近代国家が

いかに神話をつくったかという問題は 今後きっ、

ちり考えたほうがいい」ということを千葉大学

の先生も言っていただいているので、私はすご

く教育の場は大事だと思うんですよ。



- 54 -

令和２年10月１日(木)

やっぱり宮崎の説をしっかりと示していただ

きたいと思うので、幸いにも国文祭は来年開か

れるということで、まだ継続して、いろんな催

し事があると思いますので、ここは期待感を込

めて、いろんな説があることを示していただき

たいなと思っています。決算とちょっとずれて

しまいますけど、そこの点はよろしくお願いし

たいと思っております。

できれば、私は教育長にそこを示していただ

きたいなと思うんですけど。

ありがとうございます。貴重○中原図書館長

なサジェスチョンを頂いたと思っております。

私どもの企画展につきましては、あくまでも図

、 、書館の蔵書 所蔵品を皆さんに御覧いただいて

その解説をすると。解説のための説明文なり、

そういったものを作成するといったスタンスで

やっているところでございます。

ただ、おっしゃいますとおり、内容的に県内

のいろんなお考えなり御意見をお持ちの方が御

覧になって、その結果、偏りがあるものですと

か、そういう受け取りをされるような内容であ

れば、そこはまた改めてまいりたいというふう

に考えております。気をつけてまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

副主査からありましたとおり、○日隈教育長

あくまでも神話でありますので、歴史学ではご

ざいません。記紀編さん1300年のこの節目で、

国民文化祭を本県でやろうということで盛り上

げていこうという県の取り組みでございます。

ぜひ宮崎のこの神話についても、できる限りＰ

Ｒというか全国に発信していけるように、また

、県外から見えた方にも宮崎のこの神話について

よく見て、聞いて、そして楽しんでいただける

ような取組をしていく必要があると思います。

国民文化祭は来年度に持ち越しになりますけ

れども、これからの催しについては、そういっ

た宮崎という観点も十分取り入れて取り組んで

まいりたいというふうに考えます。

よろしくお願いします。○内田副主査

生涯学習課に関連して御質疑等ご○岩切主査

ざいませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、他の項目、他の課に関して○岩切主査

ございますでしょうか。

義務教育課に一つ質問なんですけ○二見委員

れども、364ページに英語教育改革に対応できる

、 、指導者育成ということで それぞれセミナー１

セミナー２の数字等が上がっております。

また、これに対して、施策の進捗状況では外

国語教育に関して 「その到達目標を設定し、そ、

の達成状況を把握する学校の割合」ということ

で、令和元年度は62％、これは達成状況を把握

している学校の割合が62％なんですか、目標値

も60％以上となっているんですけど、この数字

の解釈の仕方はどう認識すればいいのかなと。

セミナー参加者も２桁、13人となっていて、小

学校も相当数あるとは思うんですけれども、こ

れはどのように分析していらっしゃるんでしょ

うか。

御質問のあった外国語教○吉田義務教育課長

育に関しまして、365ページにあります学習到達

目標を設定して、その達成状況を把握している

学校、学科の割合でありまして、個々の数字に

つきましては、もっと上げる必要があると思っ

ています。というのが、これにつきましては、

まずその前に各学校においては、外国語科、外

国語活動の授業をする中で、子供たちがどこま

で力をつけるか、どういう技能を身につけるか
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という、その目標を設定したＣＡＮ─ＤＯリス

トというのを各学校がつくっております。この

ＣＡＮ─ＤＯリストは100％の学校で出来上がっ

ております。

ただ、そのつくった目標に対して、状況を把

握している割合がこの62％という数字でありま

して、目標を設定しているにもかかわらず、状

況がきちっと把握できていないのは非常に課題

であると思っておりますので、ここの割合につ

いてはもっと高くすべきであると思っていると

ころです。

、○二見委員 せっかく目標をつくっているのに

その達成状況を確認していないのは、次年度に

向けてといいますか その都度の達成度が分かっ、

ていなければ、子供はどんどん置いていかれた

りするじゃないですか。これができていないと

いうところは、考えたほうがいいんじゃないか

なと今お話聞いていて思ったところです。

あと、去年から英語教育についても小学３年

生に下がりましたよね。ここ辺の重要性がある

中で、先生たちの外国語指導力というのもクロ

ーズアップされていたと思います。その中で、

指導者育成をこれだけされているんですけれど

も、これをどの程度達成できているのか、実績

をどう分析しているのかは今お話になかったと

思ったんですが、これはどのように把握してい

らっしゃるんでしょうか。

指導者の育成につきまし○吉田義務教育課長

、 。ては 非常に大きな課題であると考えています

特にこの外国語につきましては、外国語専科と

して配置している教員もおります。その教員は

英語を得意としておりますので、それなりに指

導力はあると。

ただ、一方で普通の学級担任もこの外国語科

あるいは外国語活動の指導をする必要がありま

。 、す その学級担任の指導力を高めるというのが

一つは課題として残っておりまして、これにつ

きましては、先ほどの状況把握をもとに私ども

は分析をしているところでありまして、その割

合が高くなることで、各学級、学校でしっかり

とした指導がなされていると見ていけるかなと

考えております。

分かりました。○二見委員

よろしいですか。○岩切主査

義務教育課に関連して何か御質疑がありまし

たら、続けてお願いしたいんですが。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、全体を通して皆様のほうか○岩切主査

ら御質疑があればいただきたいと思います。ご

ざいませんか。

これもマスコミでこの前あったん○ 原委員蓬

ですけど、文部科学省が教員のわいせつ行為に

ついてというアンケートを採っていました。結

構な数で、全国で４桁だったと思います。

さて、この決算に当たって、昨年１年間、本

県では 文科省で報告されていることでしょ─

うから、どういう報告をされたのかお尋ねして

おきたいと思います。

文科省に報告した本県のわい○東教職員課長

せつ行為の教員数は４名です。

個人情報は要りませんが、どうい○ 原委員蓬

う状況での発生なのか、状況が見えるような説

明をお願いしたい。

４名とも懲戒処分者でありま○東教職員課長

す。内容については、児童生徒に対するスクー

ルセクハラと言われるわいせつ的な言動であり

ました。

、 。○ 原委員蓬 世代的には大体30代 40代ですか
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すみません、４名の年代につ○東教職員課長

きましては、すぐには分かりません。

構いません。後で結構です。○ 原委員蓬

後で報告します。○東教職員課長

ここ数年では４件ということです○ 原委員蓬

よね。それは去年だったのか。大体の傾向とし

て、ＳＮＳとかいろいろあるわけですけど、増

える傾向にあるのか、減る傾向にあるのか、大

体横ばいなのか。そのあたりはどうですか。い

ずれにしても、これはゼロでないといけないは

ずですよね。

平成27年度からの過去５年間○東教職員課長

の状況で４名と報告しております。平成27年度

に２名、平成30年度に１名、そして令和元年度

に１名ということで、そういう状況で推移して

いるところです。

、○ 原委員蓬 前の５年間との比較でいきますと

傾向としてはどんな傾向でしょうか。我々の小

さい頃もあったような気がします、そういう報

道があったようなことを覚えていますけど。

その前の５年間というのは今○東教職員課長

持ち合わせてはいないんですが、平成26年度に

は３件、平成25年度には２件と来ておりますの

で、若干減ってきてはいるということでござい

ます。

全国でたしか４桁だったというふ○ 原委員蓬

うに記憶していますが、全国の各県の平均に比

べて、これは体力の話じゃないから本当はゼロ

じゃないといけないんですけど、発生の頻度と

して、割合としてはどうなんでしょうか、本県

の場合は。

全国的な頻度との比較はして○東教職員課長

おりませんが、全国的には少ないということで

ございます。

それと、今後の撲滅に向けての対○ 原委員蓬

策はどういうふうな取組をされてきたのかとい

う話になるんですけど、どうでしょうか。

スクールセクハラ、特にこの○東教職員課長

辺につきましては、数年前から重点事項として

あげて、各学校の研修、市町村教育委員会ごと

の研修等を行ってきております。

今年度からは、教職員課の職員にコンプライ

アンスの専門主幹がおりますので、全ての県立

学校に、研修を義務づけて、その人が全学校を

回るというような手段、あと各市町村からの要

望に応じて研修会を実施しております。

分かりました。○ 原委員蓬

よろしいですか。○岩切主査

それでは、今、 原委員よりありましたわい蓬

せつな教員の問題に係る資料等については、後

刻、委員全員への提供ということでよろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

では、そのようにお願いしたいと○岩切主査

思いますので、御手配ください。

ほかにございませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって教育委員○岩切主査

会を終了いたします。執行部の皆様、お疲れさ

までした。

暫時休憩いたします。

午前11時47分休憩

午前11時47分再開

分科会を再開いたします。○岩切主査

採決についてであります 10月２日金曜日の13。

時10分に採決を行いたいと思いますが、よろし

いでしょうか。
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〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いたし○岩切主査

ます。

その他で何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上で本日の分科会を終了いたし○岩切主査

ます。

午前11時48分散会
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午後１時８分再開

出席委員（７人）

主 査 岩 切 達 哉

副 主 査 内 田 理 佐

委 員 原 正 三蓬

委 員 中 野 一 則

委 員 二 見 康 之

委 員 日 高 博 之

委 員 渡 辺 創

欠 席 委 員（なし）

委員外委員（なし）

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 藤 村 正

政策調査課副主幹 前 野 陽 子

分科会を再開いたします。○岩切主査

まず、本分科会に付託されました議案の採決

を行いますが、採決の前に、各議案につきまし

て、賛否を含め御意見をお願いいたします。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、本○岩切主査

分科会に付託されました議案の採決を行います

が、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

採決につきましては、議案ごとが○岩切主査

よろしいでしょうか、一括がよろしいでしょう

か。

〔 一括」と呼ぶ者あり〕「

それでは、一括して採決いたしま○岩切主査

す。

議案第19号については、原案のとおり認定、

第20号、第21号及び第22号につきましては、原

案のとおり可決及び認定することに御異議あり

ませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

御異議なしと認めます。○岩切主査

よって、議案第19号につきましては原案のと

おり認定、第20号、21号及び22号につきまして

は、原案のとおり可決及び認定すべきものと決

定いたしました。

次に、主査報告骨子案についてであります。

主査報告の内容として、御要望等ありません

でしょうか。

〔 一任」と呼ぶ者あり〕「

ただいまの御意見を参考に主査報○岩切主査

告については、正副主査に御一任いただくこと

で御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

、 。○岩切主査 それでは そのようにいたします

その他で何かありませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上で分科会を終了いたします。○岩切主査

午後１時10分閉会

令和２年10月２日(金)
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文 教 警 察 企 業 分 科 会 主 査 岩 切 達 哉


